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男女共同参画計画まとめました… 
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②
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～子ども公民館活動で花植えする少女たち～ 
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男
女
共
同
参
画
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二

十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を
期
間
と
す
る

も
の
で
、
平
成
十
一
年
六
月
に
制
定
さ
れ

た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
規
定
を

も
と
に
、
国
の
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」お
よ
び
県
の「
あ
き
た 
女 
と 
男 
の
ハ
ー

ひ
と 

ひ
と

モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
保
ち
つ

つ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
、
市
民
と
と
も
に

考
え
、
行
動
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
市
町
の
男
女

共
同
参
画
計
画
を
参
考
に
、
地
域
特
性
な

ど
を
反
映
さ
せ
た
計
画
と
な
る
よ
う
検
討

し
た
ほ
か
、
住
民
代
表
十
九
人
に
よ
る
推

進
懇
談
会
を
開
催
し
た
り
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
五
千
人
を
対
象
に
「
男
女
の
意
識

と
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
り
し
な

が
ら
、
今
後
の
具
体
的
な
施
策
の
展
開
に

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

３
つ
の
基
本
理
念

　

計
画
で
は
、
女
性
と
男
性
が
イ
コ
ー

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
※
）
で
築
き

上
げ
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
真
に
豊
か

な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
、
次
の

３
つ
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
男
女
と
も
一
人
の
人
間
と
し
て
等
し
く

尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
な
立

場
で
参
画
で
き
る
社
会

○
社
会
参
加
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
女
性
も
男

性
も
、
自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
充
実
し
た

生
き
方
が
で
き
る
社
会

○
男
女
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、
自
由
に

意
見
を
言
い
合
え
、
喜
び
も
責
任
も
分
か

ち
合
え
る
社
会

　
　

※
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
対
等
で

　
　

友
好
的
な
関
係
。
お
互
い
に
頼
り
・
頼
ら
れ
る

　
　

信
頼
関
係
を
作
り
上
げ
る
活
動
。
お
よ
び
、
そ

　
　

の
活
動
を
通
じ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
関
係
。

基
本
目
標
Ⅰ　

人
権
の
尊
重
と

男
女
平
等
に
対
す
る
意
識
づ
く
り

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
な
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
性
別
に
よ
っ
て
男
女
の
役
割
を
固

定
的
に
考
え
る
意
識
の
解
消
と
暴
力
の
根

絶
に
向
け
た
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
男
女
が
自
由
に
生
き
方
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
、
幼
児
期
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
、
お
互
い
を
思
い
や
り
尊
重
し
あ

う
教
育
や
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅱ　

男
女
共
同
参
画
に
よ
る　

活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
社
会
に
お
い
て
、
男
性
も
女
性
も

互
い
に
個
性
を
発
揮
し
、
意
見
を
述
べ
合

い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
場
で
男
女
双
方
の
視
点
に
よ
る
企

　

あ
な
た
は
、「
男
性
だ
か
ら
、
こ
う
あ
る
べ
き
」、「
女
性
だ
か
ら
、
こ
れ
は
で
き
な
い
」
な

ど
と
思
う
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
年
齢
な
ど
に
縛
ら
れ
て
、
生
き
づ
ら
く
感
じ
る

と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

少
子
高
齢
化
や
国
際
化
が
進
む
現
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
形
態
や
生
活
環
境
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
情
報
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、
性
別
に

よ
る
縛
り
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
ず
、
だ
れ
も
が
自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
充
実
し
た
生
き
方
が

で
き
る
よ
う
に�
。
市
で
は
、
市
民
だ
れ
も
が
互
い
に
支
え
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

え
る
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
男
女
共
同
参
画
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

�

女の意識と生活実態調査から～
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●男女の地位が
平等になっていると思いますか？
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　不明・未回答�
�
　わからない�
�
　女性の方が非常に優遇�
�
　どちらかといえば女性
　の方が優遇�
�
　平等�
�
　どちらかといえば男性
　の方が優遇�
�
　男性の方が非常に優遇�
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画
・
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
特
に
女
性
の

参
画
を
進
め
る
た
め
、
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
国
際
理
解
を

深
め
、
在
住
外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ　

男
女
が

い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り

　

性
別
に
よ
ら
ず
個
人
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
に
は
、
雇
用
の
場
に
お
い
て
、

女
性
が
男
性
と
均
等
な
機
会
・
待
遇
を
確

保
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

男
女
労
働
者
間
に
生
じ
て
い
る
格
差
と
、

就
業
分
野
・
形
態
に
お
け
る
男
女
の
偏
り

の
解
消
を
推
進
し
、
家
庭
と
職
場
の
両
立

が
図
ら
れ
る
環
境
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

女
性
が
新
し
い
分
野
に
就
業
す
る
た
め
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅳ　

男
女
が
手
を
と
り
あ
っ
て　

と
も
に
暮
ら
せ
る
家
庭
づ
く
り

　

現
在
、
家
族
や
生
活
の
形
態
が
変
化
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
事
・
育
児
・

介
護
の
比
重
は
女
性
に
偏
り
が
ち
で
す
。

心
豊
か
な
家
庭
生
活
を
送
る
に
は
、
家
庭

内
で
も
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
男
性
の
家
庭
生
活
へ
の
参
画
の
促
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
と
の
両
立
に

か
か
る
負
担
感
を
緩
和
す
る
た
め
の
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅴ　

生
涯
に
わ
た
り

　
男
女
と
も
は
つ
ら
つ
と
過
ご
す
健
康
づ
く
り

　

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
特
徴
を
理
解

し
、
特
に
女
性
は
妊
娠
や
出
産
の
た
め
の

機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康

維
持
・
増
進
を
図
り
な
が
ら
安
心
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
と
も
に
社
会
を
支
え

る
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
▽
性
差
を
否

定
す
る
こ
と
、
▽
「
男
ら
し
さ
」「
女
ら

し
さ
」
や
男
女
の
区
別
を
な
く
し
て
人
間

の
中
性
化
を
め
ざ
す
こ
と
、
▽
家
族
や
ひ

な
祭
り
な
ど
の
伝
統
文
化
を
否
定
す
る
こ

と
、
な
ど
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
に
は
生

ま
れ
な
が
ら
の
生
物
学
的
性
別
が
あ
る
一

方
で
、
社
会
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

社
会
的
性
別
が
存
在
し
、
性
差
別
や
偏
見

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
元
に
な
る
社
会
制
度
や
慣

行
は
、
社
会
的
な
合
意
を
得
な
が
ら
見
直

す
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
共
同
参
画
社
会
の
あ

り
方
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の

問
題
と
し
て
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

　

計
画
書
は
、
市
役
所
や
各
総
合
支
所
、

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.yurihonjo.aki

ta.jp

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

　　「市男女共同参画推進活動室」を
ご存じですか？
　本荘由利広域交流センター内にあ
る推進活動室は、男女共同参画社会
推進の拠点施設として、市が平成１６
年１０月に設置したものです。
　活動室には、インターネットも利
用できるパソコンやプリンター、図
書などを備えており、男女共同参画
に関する情報収集や、少人数の打ち
合わせ、グループ活動などに利用で
きます。
　利用料は無料ですが、事前に利用
団体登録が必要です。登録できるの
は、男女共同参画推進に関する活動
を行う団体（個人は不可）で、構成
員に市民や市内に勤務している方が
含まれていることが条件です。登録
方法などは、お気軽に市共同参画交
流課（�２４－６２３５）へお問い合わせ
ください。

　豊かで活力ある社会を実現し、男
女が共に生きがいをもって充実した
暮らしができるためには、意欲と能
力のある女性が社会で活躍できるよ
うな社会経済の構造改革が必要です。
「雇用」「起業」「ＮＰＯ」「農業」
「まちづくり」「国際」などの分野で、
女性がチャレンジできるさまざまな
支援環境の整備が進められます。
　６月は秋田県の『男女共同参画推
進月間』、２３日～２９日は国が提唱す
る『男女共同参画週間』。この機会
に、あなたも考えてみませんか？　
あなたができる男女共同参画を－。

■■ご利用くださいご利用ください
共同参画推進活動室共同参画推進活動室

■６月は■６月は
男女共同参画男女共同参画推進月間推進月間

　市では昨年９月、市内にお住まいの５，０００
人の方々にご協力をいただきながら、「男
女共同参画社会づくりアンケート～男女の
意識と生活実態調査」を実施しました。
　調査は、男女の役割意識や女性の人権・
地位、地域活動や子育て、介護など８項目
についてお伺いしたもので、２，０５１人の
方々から回答をいただくことができました。
　集計の結果は、今後、広報紙面でお知ら
せしていく予定です。
　いずれの場面でも、男性と女性では感じ
方に違いがあるようです。あなたはこの違
いをどう考えますか？

由利本荘は男女共同参画社会？～男

0%

20%

40%

60%

80%

100%

女�男�

①学校教育で�

10

13
１�
２�

62

11 １�

12

21
１�
１�

50

13
２� 0%

20%

40%

60%

80%

100%

女�男�

③家庭生活で�

８�
７� ２�

３�

42

33

５�

10
６� ２�

４�

26

41

11
0%

20%

40%

60%

80%

100%

女�男�

②職場で�

８�
７� ２�

４�

18

52

９�

10

12
２�
２�

11

54

９�



4広報ゆりほんじょう 

　
高
脂
血
症
治
療
薬
の
開
発
に
寄
与
し
た
世

界
的
な
功
績
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
匹
敵

す
る
と
さ
れ
る
「
日
本
国
際
賞
」
を
受
賞
し

た
遠
藤
章
博
士
（
東
由
利
法
内
出
身
、
バ
イ

オ
フ
ァ
ー
ム
研
究
所
所
長
）
の
受
賞
記
念
講

演
会
が
五
月
十
三
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
約
五
百
人
の
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。 

　
講
演
に
先
立
ち
、
柳
田
弘
市
長
が
「
第
二

十
二
回
日
本
国
際
賞
を
四
月
に
受
賞
さ
れ
た

遠
藤
博
士
は
郷
土
の
名
誉
と
誇
り
で
す
。
合

併
間
も
な
い
由
利
本
荘
市
に
対
し
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
お

礼
を
述
べ
、
博
士
の
受
賞
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

『
自
然
か
ら
の
贈
り
も
の
』
〜
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
低
下
薬
「
ス
タ
チ
ン
」
は
こ
う
し
て
生

ま
れ
た
〜
と
題
し
た
講
演
で
遠
藤
博
士
は 

「
毎
日
鳥
海
山
を
眺
め
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

豊
か
な
山
や
川
で
遊
び
、
家
族
と
過
ご
し
た 

体
験
が
『
ス
タ
チ
ン
』
を
生
み
、
国
際
賞
に

つ
な
が
っ
た
」
と
、
由
利
本
荘
市
に
対
す
る

郷
愁
と
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
語
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
地
味
な
カ
ビ
や
菌
の
研
究
に
根
気

よ
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
祖
父

と
の
キ
ノ
コ
採
り
や
母
の
麹
作
り
の
手
伝
い
、

父
か
ら
聞
い
た
稲
の
イ
モ
チ
病
菌
は
カ
ビ
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
幼
い
と
き
の
体
験
や
見
聞

が
あ
っ
た
か
ら
」
と
し
、
「
壁
に
当
っ
て
も

苦
に
せ
ず
研
究
を
続
け
ら
れ
た
粘
り
強
さ
は
、

ふ
る
さ
と
の
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
て
培
わ

れ
た
も
の
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
博
士
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下

げ
る
物
質
「
コ
ン
パ
ク
チ
ン
」
の
効
用
を
、

幼
少
時
に
飼
育
し
た
経
験
の
あ
る
ニ
ワ
ト
リ

で
確
認
し
て
新
薬
誕
生
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。
何
度
か
の
転
機
に
も
く
じ
け
ず
、

発
見
し
た
物
質
が
臨
床
試
験
な
ど
で
劇
的
な

効
果
を
表
し
、
世
界
的
に
評
価
が
高
ま
っ
て

い
く
過
程
な
ど
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
に

会
場
全
体
が
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。  

　
遠
藤
博
士
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
研
究
が

進
ん
だ
ス
タ
チ
ン
と
総
称
さ
れ
る
薬
は
、
現

在
で
は
世
界
中
で
約
三
千
万
人
の
人
々
に
使

わ
れ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
予
防
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
両
親
を
脳
卒
中
で
亡
く
し
た

こ
と
に
も
触
れ
、
「
も
う
三
十
年
早
く
開
発

で
き
れ
ば
、
親
孝
行
で
き
た
の
に
」
と
回
顧

す
る
姿
に
、
家
族
や
郷
土
を
強
く
愛
す
る
博

士
の
人
柄
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
近
、
野
宿
を
し
な
が
ら
白
神
山
地
で
八

百
カ
所
の
土
を
採
取
し
た
話
な
ど
、
研
究
活

動
へ
の
意
欲
を
示
し
て
講
演
が
締
め
く
く
ら

れ
る
と
、
受
賞
を
祝
い
、
併
せ
て
笑
い
を
交

え
た
分
か
り
や
す
い
お
話
に
聴
衆
は
大
き
な

拍
手
を
送
り
感
謝
を
表
し
て
い
ま
し
た
。 

約500人の聴衆が遠藤博士の講演に聞き入りました 

　一緒に小学校に通学し
た博士は同級生の誇りで
す。勉学はもちろん、ラ
ジオを組み立てるなど、
並みの能力ではないのに、
実力をほのめかすことな
どしない少年でした。 

控えめな少年でした 

阿 

部  

政 

三
さ
ん 

（
東
由
利
法
内
・ 

　
　
　
　
　
　
　
歳
） 

　自然に接している中か 
ら疑問を持ち、そこから 
科学が生まれることを感 
じました。まだ進路は決 
めてませんが、自然や科 
学に親しみたいと思いま 
した。 

自然や科学に親しみたい 

佐 

藤  

由 

衣
さ
ん 

（
由
利
高
校
・
３
年
） 

73

山
や
川
で
遊
ん
だ
こ
と
が

山
や
川
で
遊
ん
だ
こ
と
が 

「
日
本
国
際
賞
」

「
日
本
国
際
賞
」
に
つ
な
が
っ
た

に
つ
な
が
っ
た
― 

山
や
川
で
遊
ん
だ
こ
と
が 

「
日
本
国
際
賞
」
に
つ
な
が
っ
た
― 

遠藤博士の記念講演を聴いて 遠藤博士を招き、

 「受賞記念講演会」開催

こ
う
じ 

こ
う
そ
く 
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昨
年
九
月
か
ら
工
事
を
進
め
、
今
年
三

月
に
完
成
し
た
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の

開
通
式
が
五
月
十
九
日
、
本
荘
由
利
広
域

行
政
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
は
、

国
の
補
助
を
受
け
高
度
情
報
化
社
会
に
対

応
し
一
体
的
に
行
政
情
報
を
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
る
事
業
で
、
総
事
業
費

は
七
億
千
七
百
五
十
万
円
。
送
受
信
装
置
、

行
政
情
報
・
映
像
情
報
提
供
や
災
害
対
応

情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
整
備
な
ど
を
行
い
、

現
在
各
総
合
支
所
や
小
・
中
学
校
な
ど
百

九
の
主
要
公
共
施
設
を
総
延
長
約
百
四
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ん
で

い
ま
す
。

　

開
通
式
で
柳
田
市
長
は
「
合
併
し
て
地

域
が
一
体
と
な
る
た
め
に
は
情
報
の
一
元

▲開通祝い、テープカット

こ
に
由
利
本
荘
市
あ
り
と
い
う
こ
と
を
示

す
に
は
、
他
を
制
し
て
抜
き
ん
出
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

整
備
に
取
り
組
ん
だ
」
と
い
ち
早
い
事
業

へ
の
取
り
組
み
の
意
義
を
述
べ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
対
話

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
市
内
十
カ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
情
報
用
ラ
イ
ブ
カ

メ
ラ
の
う
ち
、
ア
ク
ア
パ
ル
な
ど
五
カ
所

か
ら
中
継
。
広
範
な
市
域
を
カ
バ
ー
す
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映
像
が
、
会
場
に
設
置

さ
れ
た
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
岩
城
総
合
支
所
に
集
ま
っ
た
亀
田
・

道
川
両
婦
人
会
や
、
東
由
利
総
合
支
所
に

会
し
た
舘
合
第
一
寿
会
が
柳
田
市
長
と
対

談
。
そ
の
後
西
目
中
学
校
、
本
荘
東
中
学

校
、
笹
子
小
学
校
と
会
場
の
四
地
点
が
同

時
に
結
ば
れ
て
、
画
面
の
向
こ
う
の
元
気

な
児
童
・
生
徒
た
ち
と
柳
田
市
長
と
の
対

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
児
童
・

生
徒
た
ち
の
学
校
紹
介
の
模
様
な
ど
が
モ

ニ
タ
ー
を
通
し
て
生
き
生
き
と
会
場
に
伝

わ
る
様
子
を
見
た
参
加
者
か
ら
は
、
導
入

し
た
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
快
適
な
、
高
度
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
シ
ス
テ
ム
を

有
効
活
用
し
た
活
動
や
学
習
の
広
が
り
に

期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

公共施設予約システムは、市のホームページからご利用いただけます。

化
が
大
切
だ
。
大
き
な
都
市
が
栄
え
、
地

方
が
陰
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
日
本
の
こ

▲西目中学校では募金運動
　などの生徒会活動を報告 ▲画像を見ながら対話

する柳田市長　　
▲長い歴史を歩んできた
　亀田・道川の両婦人会

▲舘合第一寿会のメン
　バーはパークゴルフ
　の楽しみを語った　



生
ま
れ
る
余
力
を
、
野
菜
づ
く
り
に 

　
　
　
　
　
　
■
折
林
集
落
（
本
荘
地
域
） 

　
昨
年
か
ら
直
播
き
に
よ
る
水
稲
栽
培
を
実
施

し
て
い
る
㈲
折
林
フ
ァ
ー
ム
。
寺
田
知
事
は

「
直
播
き
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
管
理
な
ど
春
先
の

農
作
業
は
格
段
に
減
少
す
る
。
作
業
の
軽
減
で

生
ま
れ
る
余
力
を
、
米
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
、
「
土
地
柄

で
風
が
強
く
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
難
し
い
」
と
の

住
民
の
声
に
「
中
央
の
市
場
で
は
、
売
れ
る
の

に
秋
田
の
農
産
物
が
不
足
し
て
い
る
状
態
。
お

く
せ
ず
ど
ん
ど
ん
新
し
い
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

集
落
営
農
で
、
複
合
経
営
め
ざ
し
て 

　
　
　
　
■
前
郷
東
部
地
区
（
由
利
地
域
） 

　
今
年
度
に
仮
称
・
農
業
生
産
法
人
㈱
フ
ァ
ー

マ
ー
鶯
を
設
立
予
定
の
認
定
農
業
者
を
訪
問
。

「
集
落
営
農
に
な
れ
ば
専
門
性
が
生
か
さ
れ
る
。

稲
作
以
外
に
も
力
を
入
れ
、
複
合
経
営
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
新
し
い
対
策
へ
の

理
解
を
求
め
ま
し
た
。
農
家
か
ら
は
「
次
の

世
代
に
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
も
ら
う
た
め
、

そ
の
足
が
か
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
と
法
人

化
を
決
意
し
た
。
建
物
や
機
械
の
買
い
取
り

に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。 

認
定
農
家
も
一
層
の
合
理
化
が
必
要 

　
　
　
　
　
■
沢
内
集
落
（
矢
島
地
域
） 

　
現
在
、
集
落
の
農
地
の
八
割
を
耕
作
し
、

さ
ら
に
規
模
拡
大
を
目
指
す
認
定
農
業
者
を

訪
問
。
農
家
か
ら
は
「
組
織
化
も
大
事
だ
が
、

現
在
の
個
々
で
十
分
な
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
に
対
し
、
寺
田
知
事
は
「
奥
さ
ん
に

専
従
者
給
与
を
支
払
っ
て
い
る
点
な
ど
、
こ

の
地
域
は
先
進
的
だ
。
だ
が
、
認
定
農
家
も

よ
り
一
層
の
合
理
化
を
進
め
る
べ
き
」
と
話

し
、
「
今
後
も
夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

集
落
営
農
で
地
元
産
野
菜
の
出
荷
を 

　
　
　
　
　
■
貝
沢
集
落
（
鳥
海
地
域
） 

　
地
元
産
物
の
加
工
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た

「
山
菜
づ
く
し
弁
当
」
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
地
域
住
民
な
ど
約
五
十
人
と
会
食
。
貝

沢
美
土
里
フ
ァ
ー
ム
を
中
心
に
集
落
営
農
を

目
指
す
と
聞
き
、
「
苦
労
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、

市
や
県
、
農
協
な
ど
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
促
し
、
「
大
事
な
の
は
利
益
を
あ
げ
る
こ

と
。
利
益
が
あ
れ
ば
後
継
者
が
出
て
く
る
。

お
い
し
い
野
菜
を
ど
ん
ど
ん
市
場
へ
出
荷
し

て
ほ
し
い
。
個
々
の
力
で
は
無
理
で
も
、
集

落
営
農
で
は
可
能
に
な
る
」
と
制
度
の
メ
リ

ッ
ト
を
強
調
し
ま
し
た
。 

　
平
成
十
九
年
か
ら
国
が
導
入
す
る
、
新
た
な
経
営
所
得
安
定 

対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
月
十
日
、
寺
田 

典
城
知
事
が
県
内
の
農
家
を
訪
れ
、
生
産
者
と
同
じ 

目
線
で
意
見
交
換
を
図
る
「
あ
ぜ
道
ミ
ー
テ
ィ
ン 

グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
由
利
と
雄
勝
の
地
域
振
興
局
管
内
を 

巡
回
。
本
市
で
は
、
折
林
集
落（
本
荘
地
域
）な
ど 

四
地
区
で
農
家
と
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

あ
ぜ
道
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

あ
ぜ
道
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

あ
ぜ
道
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

前
郷
東
部
地
区
に
は

前
郷
東
部
地
区
に
は 

柳
田
市
長
が
同
行

柳
田
市
長
が
同
行 

前
郷
東
部
地
区
に
は 

柳
田
市
長
が
同
行 

折
林
集
落
で 

沢
内
集
落
で 

寺
田
知
事
「
夢
を
持
っ
て
大
き
く
育
つ
よ
う
に
」 

ご
婦
人
方
「
そ
う
で
す
ね
」
　
　
　
　
（
前
郷
東
部
地
区
で
） 

貝
沢
集
落
で 

４
地
区
で
農
家
と
直
接
対
話

じ
か  

ま 
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盛
り
込
ま
れ
た
住
民
自
治
活
動
支
援
交
付

金
事
業
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

柳
田
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
今
年

の
大
き
な
事
業
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設

置
が
あ
り
、
こ
れ
は
行
政
が
広
域
化
す
る

ほ
ど
重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
加

入
率
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
各
種
支

援
を
受
け
る
た
め
に
も
当
面
は
国
の
方
針

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
な
ど
、
付

加
価
値
の
あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
発
展
の
た

　

今
年
度
の
行
政
協
力
員
会
議
が
四
月
二

十
五
日
に
岩
城
地
域
で
、
同
月
二
十
八
日

に
は
東
由
利
、
大
内
、
西
目
地
域
で
、
五

月
九
日
に
矢
島
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
行
政
協
力
員
の
皆
さ
ん

に
市
の
新
し
い
施
策
や
主
要
事
業
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
発
展
の
た
め
引

き
続
き
支
援
を
願
う
趣
旨
で
、
例
年
、
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
新
し
く
行
政
協
力
員
と
な

ら
れ
た
方
に
柳
田
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
市
担
当
部
長
お
よ
び
総
合
支
所

の
各
課
長
か
ら
、
平
成
十
八
年
度
予
算
に

い
て
希
望
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
協
力
願
い

た
い
」「
来
年
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国

体
は
県
農
業
に
お
い
て
も
、
絶
好
の
Ｐ
Ｒ

の
場
で
あ
り
、
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
」
と
、
取
り
組
み
に
対
し
て
の
意
気
込

み
も
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
一
日
に
は
、
市
農
業
水
産

課
並
び
に
各
総
合
支
所
産
業
課
内
に
、
担

い
手
育
成
総
合
支
援
窓
口
も
設
置
し
て
お

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
の
農
業
発
展

の
た
め
、
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲３０人の推進員が出席して行われた交付式

め
に
は
住
民
の
や
る
気
と
財
政
力
が

必
要
。
財
政
的
な
厳
し
さ
か
ら
の
合
併

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
民
間
の
力

も
借
り
な
が
ら
、
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
、
市
政
の
さ
ら
な
る
推

進
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
町
内
会
か

ら
は
道
路
整
備
、
雇
用
や
農
業
、
防
犯
、

ゴ
ミ
処
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

に
か
か
る
要
望
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
行
政
協
力
員
会
議
は
こ
の
後
、

六
月
二
日
に
本
荘
、
鳥
海
地
域
で
の
開
催

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
推
進
員
委
嘱

状
交
付
式
が
五
月
八
日
、
広
域
行
政
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
る

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の
支
援

対
象
と
な
る
農
地
面
積
の
確
保
を
目
標
に
、

「
担
い
手
」
に
対
し
て
農
用
地
利
用
の
円

滑
な
推
進
を
行
う
た
め
に
、
市
が
推
進
員

を
委
嘱
す
る
も
の
で
、
農
業
委
員
の
中
か

ら
公
選
で
選
ば
れ
た
三
十
人
に
柳
田
市
長

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳
田
市
長
は
「
現
在
、
農
業
に
つ
い
て

は
悩
み
が
つ
き
な
い
が
、
悩
ん
で
悩
み
ぬ▲柳田市長から推進員一人一人に委嘱状を交付

▲住みよい地域づくりを目ざし、各地域で開催中の
行政協力員会議（東由利総合支所）　　　　　　
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色
鮮
や
か
な
八
重
桜
の
下
を
快
走
―
― 

野点茶会での親子連れ 

絆の桜の下で

当時をしのび和やかに

きずな

　太平洋戦争（第二次世界大戦）時の
集団疎開で築かれた、生徒と受け入れ
先の石沢地区住民の交流の証を後世に
伝えようと整備された「石沢絆の茂
里」。小高い丘にあるこの茂里からの
見晴らしは、当時の旧石沢村の面影が
しのばれます。  
　石沢地区に集団疎開していたのは、
東京女子師範学校附属高等女学校（現
お茶の水女子大附属高校）の生徒・教
師合わせて１１７人。お世話になったお
礼にと１０年ほど前、「石沢に桜を贈る
会」（鈴木道子代表）を組織し、疎開生
徒の人数に合わせて１０９本の桜を植栽
し、その後も桜の寄贈や心の交流をつ
づった「水の瀬きよき」の発行などを
続けておりお世話になった疎開先を訪
ねて再会を喜ぶ人も少なくありません。 

　同会では交流の証を伝えるために役
立てほしいと市に１００万円を寄附され
たばかり（本紙５月１５日号掲載）。桜
の花が咲きそろった５月上旬、この茂
里を訪れた８人の皆さんが、小高い丘
から当時を追懐し、絆の桜を愛でなが
ら和やかに談笑しました。 

東
由
利
・
八
塩
い
こ
い
の
森
で 

催
し
多
彩
に
、
盛
大
に
―
―
― 

も 

り 

め 

夜
空
に
咲
い
た
光
の
大
輪 
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　５月７日、西由利原「水源の森」づ
くりをねらいとした植樹会が開催され
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　この行事は育林による水質の向上な
どを目的として、春の植樹週間に合わ
せて行われているもので、この日は本
荘水源の森育成会メンバーや親子連れ、
ボランティアなど１００人が参加。スコ
ップで穴を掘り、エンジュや桂、ケヤ
キの苗木５００本を丁寧に植樹しました。
また、これに先立つ４月２９日には同地
内でブナ１００本が植えられました。  
　西由利原は本荘地域などに供給する
上水道の水源池３カ所を有しています。
緑豊かな郷土をいつまでも。 

「水源の森」づくりの植樹会 

会
場
を
沸
か
せ
た
「
本
荘
う
ど
ん
早
食
い
大
会
」 

大
物
を
キ
ャ
ッ
チ
！（
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
捕
り
） 

出
店
も
盛
況 

完
食
、
一
番
乗
り
！ 

咲き誇る10,000本のツツジに彩られ、イベントは大盛況 ！ ！ 

本荘公園に響く歓声――
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▲恵まれた自然環境を大切に。（写真は鳥海ブナ林） 

ご
み
を
生
か
す
社
会
へ 

ご
み
の
減
量
化
を
応
援
し
ま
す
！ 

　
私
た
ち
由
利
本
荘
市
民
は
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
便
利
な
生
活
の
中
で
、

資
源
の
浪
費
や
不
法
投
棄
な
ど
に
よ
り
、

自
然
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
確
か
で

す
。
ご
み
を
『
捨
て
る
社
会
』
で
は
な
く
、

資
源
と
し
て
『
生
か
す
社
会
』
へ
、
一
人

一
人
が
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

　
ご
家
庭
で
生
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を

購
入
・
設
置
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。 

▽
補
助
金
額
…
購
入
価
格
の
三
分
の
一
以

　
内
、
上
限
三
万
円 

※
申
請
に
は
、
申
請
書
の
ほ
か
、
領
収
書
、

　
保
証
書
、
カ
タ
ロ
グ
、
補
助
金
の
振
込

　
先
の
わ
か
る
預
金
通
帳
が
必
要
で
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
…
市
生
活
環
境
課
（
　
　 

　
―
６
２
５
３
）、 

各
総
合
支
所
市
民
課 ２４ 

0
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（ｔ） 市のごみ排出状況 

合計 

44,918 t
［平成17年度］

26,968

41,465

2,157

1,433

449 354

3,166

568
823

736

176
362

可燃ごみ 不燃ごみ 缶　類 紙　類 ビン類 ペットボトル

１日１人あたり 

（平成17年度） 

資　　源　　ご　　み
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市
で
は
十
八
人
の
環
境
監
視
員
が
不
法

投
棄
の
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
の
不
法
投
棄
監
視
員
も
巡
回
し
、

不
法
投
棄
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
不
法
投
棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

　
山
林
や
川
岸
な
ど
に
、
家
電
製
品
や
廃

タ
イ
ヤ
の
ほ
か
、
空
き
缶
、
雑
誌
、
買
い

物
袋
に
入
れ
た
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
も

あ
り
ま
す
。 

　
回
収
、
処
分
に
は
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税

金
が
使
わ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
監
視
し
、

お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
、
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
、
不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。 

　
皆
さ
ん
も
再
三
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、 

R
E
D
U
SE
 

（
リ
デ
ュ
ー
ス
…
減
ら
す
）

R
E
U
SE

　
（
リ
ユ
ー
ス
…
…
再
使
用
）  

R
E
C
Y
C
L
E

（
リ
サ
イ
ク
ル
…
再
生
利
用
）

と
い
う
３
Ｒ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
ご
み
の
発
生
量
を

減
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

　
さ
ら
に
最
近
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
Ｒ
、 

R
ETH
IN
K

（
リ
シ
ィ
ン
ク
…
再
考
す
る
）

を
加
え
４
Ｒ
と
し
、
本
当
に
必
要
な
も
の

か
購
入
前
に
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
、

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
み
ん
な
で
４
Ｒ
を
実
行
し
、
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

　
森
林
破
壊
や
人
間
の
活
動
の
活
発
化
に

よ
っ
て
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
百
年
で
五
・
八
度
の
気
温
上
昇
が
予

想
さ
れ
、
地
球
環
境
の
激
変
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
温
暖
化
の
最
大
の
原
因
は
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
で
す
。
一
人
一
人
が
省
エ
ネ
を

心
が
け
、
化
石
燃
料
の
使
用
量
を
減
ら
す

こ
と
が
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

左
の
例
を
参
考
に
、
日
々
の
生
活
を
ち
ょ

っ
と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

不法投棄、 
 ポイ捨てを 
   なくそう！ 

ごみを減らして 
 資源・環境を 
        守る 4Ｒ 

はじめよう 
  エコライフ 

不法投棄、 
 ポイ捨てを 
   なくそう！ 

ごみを減らして 
 資源・環境を 
        守る 4Ｒ 

はじめよう 
  エコライフ 
―家庭でできる 
　　　温暖化対策― 

これだけで減らせる 
二酸化炭素 
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水
辺
を
活
用
し
た
自
然
体
験
学
習

に
よ
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
進
め
、

旧
西
滝
沢
小
学
校
を
拠
点
と
す
る
地

域
づ
く
り
を
図
ろ
う
と
、
西
滝
沢
子

ど
も
水
辺
協
議
会
の
設
立
総
会
が
五

月
十
九
日
、
同
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

旧
西
滝
沢
小
そ
ば
の
川
べ
り
は
、

昨
年
四
月
に
国
の
事
業
で
、
水
面
利

用
促
進
と
親
水
性
の
向
上
を
目
的
に
、

県
内
初
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
木
造

校
舎
を
利
用
し
た
水
辺
プ
ラ
ザ
が
整

備
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
各
種
体
験

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
同
協

議
会
で
は
、
校
舎
部
分
の
利
活
用
を

ど
う
図
る
か
な
ど
、
地
域
の
意
見
を

集
約
し
た
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

旧
西
滝
沢
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
友
保
育
園
（
正
木
泉
園
長
）
の
四
歳

児
と
五
歳
児
三
十
二
人
が
五
月
十
六
日
、

五
月
晴
れ
の
も
と
、
田
植
え
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

四
月
に
種
ま
き
も
経
験
し
、
苗
の
経
過

を
観
察
し
な
が
ら
、
こ
の
日
を
迎
え
た
園

児
た
ち
は
、
植
え
方
を
教
わ
る
と
、
お
そ

る
お
そ
る
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
ど
ろ
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
も
、
昔
の
野
良
着
に
身
を
包

ん
だ
先
生
た
ち
や
家
族
と
一
緒
に
一
株
一

株
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
米
は
、
お
弁
当
作
り
の
ほ
か
、

収
穫
祭
の
お
に
ぎ
り
や
き
り
た
ん
ぽ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
園
の
活
動
に
使
わ
れ
る
と
の

こ
と
。
秋
に
は
、
稲
と
一
緒
に
す
く
す
く

と
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
お
い
し
い

お
米
を
笑
顔
で
ほ
お
ば
る
姿
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲丁寧に苗を植える園児たち

　

今
年
で
二
回
目
と
な
る
「
子
吉
川
ガ
ニ

ま
つ
り
」が
五
月
十
四
日
、せ
せ
ら
ぎ
パ
ー

ク
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
吉
川
を
代
表
す
る
味
覚
、

モ
ズ
ク
ガ
ニ
の
味
噌
汁
や
ゆ
で
た
カ
ニ
が

安
価
で
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が

川
の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ま
つ
り
の
お
目
当
て
は

な
ん
と
言
っ
て
も
つ
か
み
捕
り
。
こ
の
日

の
た
め
に
子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合
本

荘
地
区
の
組
合
員
が
二
カ
月
間
捕
り
た
め

た
千
匹
の
カ
ニ
や
十
五
匹
の
コ
イ
が
せ
せ

ら
ぎ
水
路
に
放
さ
れ
る
と
、
わ
れ
先
に
と

水
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
追
い
か
け
、
大
人
た
ち
も
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
同
組
合
で
は
「
市
民
の
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
。
こ

れ
か
ら
は
捕
る
だ
け
で
な
く
育
て
る
漁
業

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▼つかみ捕りで大物の鯉を捕った�



広報ゆりほんじょう１３

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
、
テ
ニ
ス
な
ど
を
行
う
、
岩
城
春
の

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
五
月

十
四
日
、
岩
城
地
域
で
開
催
さ
れ
、
参
加

者
ら
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
福
島
県
い
わ
き
市
と
の
親
子
都

市
締
結
二
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と

な
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
は
、
砂
子

田
い
わ
き
市
教
育
長
を
は
じ
め
、
い
わ
き

市
健
康
歩
く
会
の
会
員
四
十
四
人
も
参
加
。

新
緑
が
広
が
る
岩
城
地
域
滝
俣
の
不
動
滝

を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
亀
田
地
区
の
史
跡
を

巡
り
な
が
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ

れ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
三
十
人
が

参
加
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
、

日
本
海
が
眼
下
に
広
が
る
十
八
ホ
ー
ル
を

巡
っ
て
い
ま
し
た
。

親子都市締結二十周年記念

▼いわき市民も合わせ１００人以上が参加したウオーキング大会

▼

地
域
や
各
種
団
体
が
参
加
し
て
設
立
し
た

西
滝
沢
子
ど
も
水
辺
協
議
会　
　
　
　

▲緑広がる芝のコースでパークゴルフを楽しむ参加者

◆空手で日本一

　第２回ポイント＆ノックアウト全
日本少年少女空手道選手権大会が４
月１５日、東京都渋谷区で開催され、
本市の子どもたちが、優勝をはじめ
上位入賞を果たしました。
●入賞者（敬称略）

△

小学校４年の部　３位…佐々木巧
（尾崎小）

△

小学校５年の部　優勝
…佐藤歩美（新山小）

△

小学校６年
の部　優勝…佐々木将（尾崎小）

△

中学校の部　準優勝…�橋翔子
（本荘南中）

◆レスリングで北日本一

　第２３回北日本少年少女レスリング
選手権大会が５月３日と４日、福島

県郡山市で開催され、本市の小・中
学生が上位入賞を果たしました。
●入賞者（敬称略）

△
小学１・２年の部　準優勝…山谷
洸芽（尾崎小）

△

小学３・４年男子
の部　準優勝…本間恭介（新山小）

△

小学３・４年女子の部　３位…成
田朱音（岩谷小）

△

小学５・６年女
子の部　優勝…阿部菜那（新山小）

△

中学女子の部　優勝…五十嵐美里
（本荘北中）
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＝図書館からのお願い＝
　最近、破損本・汚損本が多くなっています。
図書館の本は市民の財産です。本は大切に取
り扱ってくださいますようお願いします。
　また、貸出期間を過ぎても返却されない本
がありますので返却期日を守るようお願いし
ます。

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○おはなし劇場　△
とき…６月１０日�　午後２時～△

ところ…本荘図書館　児童閲覧室△

内容…読み聞かせ（絵本）、紙芝居、エプ
　　ロンシアター、つくってあそぼう
○６月の展示
（一般）
・ドイツ文学、そして…
（児童）
・Ｈ．Ａ．レイの本（ひとまねござるの映画
　化による）
　◎由利図書館　�５３－２１２１
○６月の展示
・「内田康夫ミステリーワールド」
・「マンガ日本の古典－気軽に楽しく、古　
　典を読もう！」
・「ことばであそぶ！五味太郎のえほん」
　◎岩城図書館　�７３－３６７３　
○お話し会「星のひとみ」△

とき…６月１６日�　午後３時３０分～△

ところ…岩城図書館
○６月の展示     
・作家「遠藤周作」特集
・ジューン・ブライド（冠婚葬祭等）特集
・絵本　マーガレット・ワイズ・ブラウン

＝６月の休館日＝
本荘図書館＝１８日�、３０日�
由利図書館＝無休
岩城図書館＝５日�、１２日�、１９日�、２６日�

　

由
利
本
荘
市
で
開
催
さ
れ
る
カ
ヌ
ー
フ

ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
（
Ｆ
Ｗ

Ｒ
）
は
、
一
定
の
距
離
（
二
百
㍍
お
よ
び

五
百
㍍
）
を
い
か
に
早
く
漕
ぎ
き
る
か
を

競
い
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
に
は
、「
カ
ヤ
ッ
ク
」
と
「
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
は
、
両
ひ
ざ
を
そ
ろ
え
足
を
前

に
出
し
て
座
り
、
パ
ド
ル
を
交
互
に
漕
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
足
で
艇
尾
の
舵
を
操
作
し

方
向
を
整
え
ま
す
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
は
、

立
て
ひ
ざ
の
姿
勢
で
座
り
、
艇
の
片
方
だ

け
を
漕
ぎ
な
が
ら
同
時
に
方
向
も
整
え
て

進
み
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
Ｆ
Ｗ
Ｒ
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ

て
も
ゴ
ー
ル
間
際
の
競
り
合
い
で
、
最
後

の
最
後
ま
で
勝
負
が
分
か
ら
な
い
レ
ー
ス

は
、
手
に
汗
握
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
な
る
「
第
九
回
東

北
高
等
学
校
Ｆ
Ｗ
Ｒ
選
手
権
大
会
」
は
六

月
十
七
日�
、
十
八
日�
の
二
日
間
、
子

吉
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
（
ア
ク
ア
パ
ル

前
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
北
各
県
か
ら

選
抜
さ
れ
た
選
手
の
、
白
熱
し
た
試
合
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ゴール間際の競り合い

■
国
体
競
技
役
員
等
養
成
事
業

　

カ
ヌ
ー
競
技
Ａ
級
審
判
養
成
講
習
会

▽
と
き
…
６
月　

日�
　

９
時　

分
受
付

１８

３０

▽
と
こ
ろ
…
子
吉
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

　
　
　
（
ア
ク
ア
パ
ル
前
）

▽
対
象
者
…　

歳
以
上
の
市
民

１８

▽
問
い
合
わ
せ
先
…
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

土
橋
（�
　
　�　
６
２
８
７
）

２４

■
秋
田
わ
か
杉
国
体

　
　
「
由
利
地
域
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
＋
冬
季
国
体

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▽
開
催
期
間
…
６
月
９
日
〜
平
成　

年
２

１９

　
　

月　

日
１３

▽
内
容
…
由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
で
開
催

　
　

さ
れ
る
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
な
ど

　
　
　

競
技
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１０

○
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
９
競
技
…
弓
道
、
カ

　
　

ヌ
ー
、
空
手
道
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ク

　
　

レ
ー
射
撃
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
銃

　
　

剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

○
冬
季
国
体
１
競
技
…
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

▽
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
ス
ギ
ッ
チ
賞
…
由
利
牛
一
㌔　
　
　
２
名

○
コ
ス
ギ
ッ
チ
賞
…
由
利
牛
五
百�
　
５
名

○
ミ
ニ
ス
ギ
ッ
チ
賞
…
素
敵
な
グ
ッ
ズ　　

名
２０

※
応
募
は
が
き
は
市
国
体
事
務
局
、
各
総
合

支
所
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
…
市
国
体
事
務
局
（�

　
　
　
　�　
４
５
５
５
）
ま
た
は
県
由
利
地

２４

　
　

域
振
興
局
地
域
企
画
課
（�
　
　�　
５

２２

　
　

４
３
２
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
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私
は
大
学
で
建
築
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。
以
前
か
ら
建
築
と
イ
ン
テ
リ
ア
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
に
入
学
し
一

人
暮
ら
し
を
始
め
た
の
で
す
が
、
部
屋
を

い
じ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
照
明
を
変
え
た

だ
け
で
部
屋
の
雰
囲
気
が
が
ら
り
と
変
わ
っ

た
こ
と
か
ら
、
照
明
の
空
間
に
与
え
る
影

響
に
興
味
が
わ
き
、
自
主
研
究
の
機
会
を

利
用
し
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
身
近
で
実
際

に
使
用
し
て
い
る
大
学
の
照
明
を
調
査
の

対
象
に
し
ま
し
た
。
調
査
方
法
は
、
照
度

計
な
ど
を
使
い
そ
れ
ぞ
れ
の
照
明
の
特
徴

を
数
値
化
し
て
デ
ー
タ
を
採
取
、
並
行
し

て
そ
の
照
明
に
よ
っ
て
そ
の
空
間
が
ど
う

変
化
し
て
い
る
の
か
、
配
置
や
個
数
な
ど

そ
の
照
明
自
体
や
使
わ
れ
方
に
見
ら
れ
る

意
図
を
メ
ン
バ
ー
で
考
察
、
デ
ー
タ
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
照
明
の
印
象
や
実
際
の
性

能
と
の
関
係
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
図
書
館
に
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ

イ
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
部

屋
全
体
よ
り
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
明
る
く
す

る
狙
い
、
明
暗
の
差
に
よ
る
影
の
演
出
、

照
明
の
連
続
し
た
リ
ズ
ム
の
形
成
な
ど
の

狙
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
照
明
の
性
能
や
種
類
な
ど
で
使
い
方

も
異
な
り
、
そ
こ
に
使
わ
れ
る
根
拠
が
あ

る
と
、
す
べ
て
の
空
間
に
言
え
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
自
主
研
究
を
通
し
て
、
普
段
何
気

な
く
過
ご
し
て
い
る
大
学
を
建
築
的
側
面

か
ら 
捉 
え
直
す
こ
と
が
で
き
視
野
を
広
げ

と
ら

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

建
物
を
建
て
た
建
築
家
の
意
図
を
理
解
す

る
努
力
を
し
た
こ
と
で
、
普
段
の
講
義
と

は
違
っ
た
形
で
建
築
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

場　所： 由利本荘市西小人町２３番地の１
電　話： ２３－７２２７
日帰り入浴料（消費税込み）

入浴可能時間：午前８時から午後９時３０分まで
休館日：毎月第１・第３金曜日（祝日にあたる場
　　　　合はその前日※但し、１月の第１金曜日
　　　　除く）、１２月２９日～３０日

　

鶴
舞
温
泉
は
、
平
成
六
年
十
一
月
に

オ
ー
プ
ン
以
来
、
今
年
四
月
末
ま
で
の
入

館
者
が
約
百
六
十
八
万
四
千
人
を
数
え
、

二
百
万
人
突
破
も
目
前
の
人
気
の
温
泉
休

養
施
設
で
す
。

　

同
温
泉
は
本
荘
公
園
内
に 
湧 
出
す
る
泉

ゆ
う

温
が
三
九
・
一
度
、
毎
分
二
百
五
十
リ
ッ

ト
ル
の
温
泉
を
引
き
込
ん
で
利
用
。
サ
ウ

ナ
、
う
た
せ
湯
、
露
天
風
呂
な
ど
を
併
せ

持
つ
広
さ
百
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
浴
場

を
は
じ
め
、
食
堂
や
売
店
、
ヘ
ル
ス
ラ
ウ

ン
ジ
を
備
え
た
浴
場
棟
と
百
畳
の
大
広
間

や
八
つ
の
休
憩
室
を
備
え
た
休
憩
棟
か
ら

成
り
、
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
後
、

休
憩
棟
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

休
憩
室
か
ら
は
、
御
手
作
堤
や
本
荘
公

園
が
一
望
で
き
自
然
景
観
が
楽
し
め
る
ほ

か
、
建
物
の
堤
側
の
浮
き
桟
橋
を
通
っ
て

御
手
作
堤
を
一
周
す
る
散
策
路
は
四
季

折
々
の
風
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て
好

評
で
す
。

回数券（６枚セット）（午後６時以降）入場料区　　分

１，０００円１００円２００円小人（小学生）

２，０００円３００円４００円６５　歳　以　上

１，７５０円２５０円３５０円身体障害者（手帳所持者）

２，５００円４００円５００円中学生以上６５歳未満

▲照明に工夫がされている
県立大の図書館　　　

照
明
に
関
す
る
研
究

　
　
　

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

三
年　
千　
賀　
大　
輔
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前期（夏・秋）分は、�
11月１日～12月10日�

募集します�!!

１．目的　由利本荘市のシ�
　ンボルである鳥海山と、�
　その周辺に暮らし活動す�
　る人々の写真を通してふ�
　るさとのすばらしい風景�
　を再認識し、誇れるふる�
　さととして発信する。�
２．主催　市観光協会�
３．共催　市�
４．部門�
　①鳥海山の風景／鳥海山�
　の風景や鳥海山を背景と�
　した人々の暮らしを含む�
　風景写真で、市内で撮影�
　したもの�
　②人々とまつり／市内の�
　まつり、イベントなどで�
　の写真�
５．募集期間�
　前期（夏・秋）／本年11月１日～12月10日、
　後期（冬・春）／平成19年５月１日～６月10
　日　※期別に審査会を開催します。�
６．表彰　①グランプリ　各部門１点（賞金３
　万円、賞状、副賞）、②準グランプリ　各部
　門１点（賞金２万円、賞状、副賞）、③入選
　各部門８点（賞状、副賞）�
７．応募先　市観光協会事務局（市観光振興課
　または各総合支所産業課）�
８．発表　入賞者に直接通知するほか、市広報
　紙、ホームページで発表します。�
９．応募上の注意�
　・期別に、一人５点まで応募できます。・サ
イズは四切りで、撮影の日付の入っていない写
真であること。・同じ写真を二つの部門に重ね
て応募することはできません。・未発表の作品
に限ります。・被写体が人物の場合、応募に際
しては必ずその人物本人の承諾を得たものであ
ること。・画像処理した写真や他人が撮影した
もの、その複写などは不可とします。・入賞作
品の版権は市および市観光協会に帰属し、プリ
ントによる展示、各種パンフレット、ポスター、
インターネット・ホームページへの掲載などの
各種ＰＲに活用されます。　�
■問い合わせ先　観光振興課（　24－6376）�

６
月
１
日
は
「
写
真
の
日
」�

「
秋
田
国
体
で
の
聖
火
入
場
」�

　
　
　
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
　
佐
々
木 

正
さ
ん
（
岩
城
）�

「
も
み
じ
」�

 

ア
ン
グ
ル
　
大
沼 

孝
昭
さ
ん
（
東
由
利
）�

「
メ
モ
リ
ー
」�

　
　
写
団
黄
桜
　
小
島 

琢
磨
さ
ん
（
東
由
利
）�

「花弁と蝶」写楽の会　澤田 敏雄さん（大内）�

「田園に浮く」キャノンクラブ本荘支部　柴田 正清さん�

「早春の鳥海山」�
　フォトフレンド　須藤 秋男さん（本荘）�

「男甑山」写真同好会　鈴木 誠さん（鳥海）�

「日向ぽっこ」�
　写真同好会�
　　三浦 繁忠さん（由利）�

「
万
年
雪
　
８
月
の
鳥
海
山
」�

　 

写
真
ク
ラ
ブ
　
東
海
林 

晃
さ
ん
（
矢
島
）�

「
み
そ
ぎ
」�

　
　
松
ヶ
崎
写
真
同
好
会
　
渡
部
鉅
太
郎
さ
ん�

　
わ
が
国
で
、
最
初
に
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
（
銀
板
写
真
）�

の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
。�

薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
今
も
国
指
定

重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。�

  

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
百
五
十
年
。
手
軽
な
小
型
カ
メ
ラ
や�

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
急
速
な
普
及
な
ど
に
よ
り
、
記
録
、�

趣
味
な
ど
に
多
く
の
人
が
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

  

六
月
一
日
の
「
写
真
の
日
」
に
ち
な
み
、
写
真
サ
ー
ク�

ル
の
代
表
の
方
々
か
ら
お
借
り
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。�

こ
の
機
会
に
、
写
真
の
持
つ
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

　
わ
が
国
で
、
最
初
に
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
（
銀
板
写
真
）�

の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
。�

薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
今
も
国
指
定

重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。�

  

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
百
五
十
年
。
手
軽
な
小
型
カ
メ
ラ
や�

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
急
速
な
普
及
な
ど
に
よ
り
、
記
録
、�

趣
味
な
ど
に
多
く
の
人
が
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

  

六
月
一
日
の
「
写
真
の
日
」
に
ち
な
み
、
写
真
サ
ー
ク�

ル
の
代
表
の
方
々
か
ら
お
借
り
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。�

こ
の
機
会
に
、
写
真
の
持
つ
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

　掲載した皆さんの�
ほか、西目地域でも�
フォトサークルが活�
動されています。�
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このコーナーでは、保健関連のお知らせ
をまとめてお伝えします。

問い合わせ：市健康管理課（本荘保健センター
内�２２－１８３４）または各総合支所福祉保健課へ

●母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
●３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行っ
　て来てください。
●本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
●事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
●当日、受診できない場合や不明な点は各総合支所にご相談ください。

会　　場受付時間対　象　者事　業　名対象地区日

大内保健センター１２：３０～１３：１０
平成１８年１月１０日～平成１８年２月２日生
平成１７年１０月１０日～平成１７年１１月２日生
平成１７年７月１０日～平成１７年８月２日生

４・７・１０カ月児
健診大　内２�

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１４年９・１０・１１・１２月生３歳児健診由　利７�
西目保健センター１２：３０～１２：５０平成１７年７・１０月生、平成１８年１月生４・７・１０カ月児健診西　目１２�
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１６年１１月生１歳６カ月児健診本　荘１４�
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１４年１２月生３歳児健診本　荘

１５� 矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１６年９・１０・１１・１２月生１歳６カ月児健診矢　島
岩城保健センター１３：００～１３：３０平成１４年１１月１日～平成１５年２月２８日生３歳児健診岩　城
由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１７年８・１１月生、平成１８年２月生４・７・１０カ月児健診由　利２０�

岩城保健センター１３：００～１３：３０
平成１８年１月２６日～平成１８年２月２３日生
平成１７年１０月２６日～平成１７年１１月２３日生
平成１７年７月２６日～平成１７年８月２３日生

４・７・１０カ月児
健診岩　城２３�

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１６年３・４月生２歳児歯科健診本　荘２６�
矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１７年８・１１月生、平成１８年２月生４・７・１０カ月児健診矢　島

２７�
鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１５年１０・１１・１２月生２歳児歯科健診鳥　海
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１８年２月生４カ月児健診本　荘

２８�
大内保健センター１２：４０～１３：００平成１４年１０月２３日～平成１５年１月２８日生３歳児健診大　内
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年８月生１０カ月児健診本　荘

２９�
鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１７年８・１１月生、平成１８年２月生４・７・１０カ月児健診鳥　海

会　場受付時間対象者日
東由利総合
開発センター
「有鄰館」

１３：３０
　～１３：５０

平成１７年
５月～１２月生２�

※予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制
　限がありますので、お住まいの地域で接種し
　てください。詳しくは、東由利総合支所福祉
　保健課（�６９－２１１８）へお問い合わせください。

ポリオの予防接種（６月）
―　東由利地域　―

連　絡　先時　　間場　　所日

鳥海総合支所福祉保健課
�５７－３５０１１０：００～１３：００鳥 海 健 康 広 場

（ 街 頭 献 血 ）
４�

矢島総合支所福祉保健課
�５５－４９６０１４：３０～１６：３０ツルハドラッグ矢島店

（ 街 頭 献 血 ）

市 健 康 管 理 課
�２２－１８３４

１３：３０～１６：００本 荘 第 一 病 院５�

９：３０～１２：００由利地域振興局（職員会館）
（ 成 分 献 血 ）７�

１３：００～１６：３０

矢島総合支所福祉保健課
�５５－４９６０

１４：４０～１５：３０矢 島 消 防 署
１３�

１５：５０～１６：３０矢 島 駅

市 健 康 管 理 課
�２２－１８３４１４：３０～１６：３０秋 田 県 立 大 学

本 荘 キ ャ ン パ ス１４�

大内総合支所福祉保健課
�６５－２８１０

９：３０～１２：００大内保健センター
（ 成 分 献 血 ）１５�

１３：００～１６：３０

西目総合支所福祉保健課
�３３－４６２０

１０：００～１１：３０秋田県心身障害者コロニー

１９�
１２：００～１３：００秋 田 精 工 ㈱

１４：００～１５：００ＪＡ秋田しんせい西目支店

１５：３０～１６：３０道 の 駅　 に し め

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要です。場所によっては予約制の所
　もありますので、事前にお問い合わせください。

ご協力ください献 血 ―　６月献血日程　―
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■本荘地域　問い合わせ…市健康管理課（�２２－１８３４）
〈基本健康診査（循環器）・前立腺がん検診〉

検　診　料　金　一　覧

１１

検　診　料　金対　象　者検　診　名
７０歳以上：２００円　６９歳以下：５００円３０歳以上大 腸 が ん 検 診
７０歳以上：無料　６９歳以下：２，５００円３０歳以上基 本 健 康 診 査
７０歳以上：３００円　６９歳以下：７００円５０歳以上の男性前立腺がん検診
７０歳以上：６００円　６９歳以下：１，３００円３０歳以上胃 が ん 検 診
７００円３０～７０歳の女性骨粗しょう症検診

７０歳：無料　６９歳以下：８００円４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０
・その他肝炎ウイルス検診

７０歳以上：３００円　６９歳以下：６００円３０歳以上の女性乳 が ん 検 診
（ 視 触 診 ）

７０歳以上：４００円　６９歳以下：８００円視触診を受けた方で４０歳以上
の女性

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ）

７０歳以上：８００円　６９歳以下：１，６００円２０歳以上の女性子 宮 が ん 検 診
卵 巣 腫 瘍 検 診

年齢基準日（平成１９年３月３１日）

※生活保護世帯の方は、自己負担額が無料となりますので、受付時に「緊急時医療依頼証」を提示し
　てください。
※非課税世帯の方は、基本健康診査および肝炎ウイルス検診の自己負担額が、「非課税世帯証明書」の
　受付時の提示により無料となります。同証明書は、市税務課住民税班および各総合支所振興課税務
　班で発行しています。

○基本健康診査（循環器）
検診内容…問診・診察・血圧・心電図・眼底・脂質・肝機能・腎機能・糖代謝・その他
留　意　点…空腹状態での採血となりますので、昼食をとらずにおいでください。
※当日は健康手帳をご持参ください。
※介護保険法の改正により、介護予防を目的とした検査項目が新たに加わります。
　６５歳以上の方に生活機能に関するチェック（問診）や理学的検査（視診・触診等）、必要な時は血清
　アルブミン検査等を行います。
○前立腺がん検診　
検診内容…血液検査（腫瘍マーカーＰＳＡ）
※基本健康診査の会場で受付します。

※なるべく釣り銭のないようにお願いします。

受付時間対　　象　　町　　内実　施　場　所検診月日

１２：３０～１４：００

南内越地区全町内南内越コミュニティー体育館６月１６日�
北内越地区全町内北 内 越 公 民 館　　１９日�
石沢地区全町内ウッディーホールこだま　　２０日�
小友地区全町内小 友 公 民 館　　２１日�
子吉地区全町内子 吉 公 民 館　　２２日�
松ヶ崎地区全町内松ヶ崎基幹集落センター　　２３日�

１２：３０～１４：３０

御門町、桜小路、東御門町、西表尾崎町、東表尾崎町、東裏尾崎町、西裏尾崎町、
上横町、中横町、東日役町、西日役町、桶屋町、鍛冶町、猟師町、肴町、田町

本 荘保健センター

　　３０日�

谷地町、駅前、南花畑町、北花畑町、赤沼町、本田仲町、大の道、
蓼沼、梵天、中堅町、谷山小路、後町、大町、中町、油小路７月４日�

大鍬町、美倉町、東町、浜ノ町、旭町、和泉町、片町、観音町、古雪町、愛宕町、
大泉寺山、五軒町、栄町一丁目、栄町二丁目、栄町三丁目、永泉寺門前、千刈　　５日�

今町、上町、石脇中町、新町、三軒町、緑町、上ノ山、長老沼、雇用
促進住宅新山、東新山町、新治町、竜巻一区、竜巻中央町、新山町　　６日�

末広町、松涛町、若葉町、赤�町、田尻町、浜松町、住
吉町、雇用促進住宅石脇、松美町、浜三川

冗　　７日�
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〈マンモグラフィ日程表〉

２２

〈胃　が　ん　検　診〉

※なるべく釣り銭のないようにお願いします。

■矢島地域　問い合わせ…矢島総合支所福祉保健課（�５５－４９６０）
〈基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診〉

検診内容…胃部レントゲン撮影（検診前日の午後９時以降は、食べ物、飲み物を取らないでください。）

※本荘保健センターで実施する胃がん検診は、７月１日号の広報に掲載します。

※申し込まれた方には、通知書を配布しています。必要事項を記入の上、自己負担金とともにお持ちください。
※申し込みを忘れた方は、矢島総合支所福祉保健課へご連絡ください。

■鳥海地域　問い合わせ…鳥海総合支所福祉保健課（�５７－３５０１）
〈子宮がん・卵巣腫瘍・乳がん・骨粗しょう症検診日程表〉

※申し込みされた方には、通知書を配布します。
※申し込みされていない方も当日受診できます。詳細については、後日配布される日程表等をご覧ください。

受付時間対　象　町　内実　施　場　所月　日

５：３０～７：００

谷地、土谷、川口、砂子、大浦
南 内 越 公 民 館

６月１５日�

畑谷、福田、横山、山田、柴野、
長者屋敷　　１６日�

北内越地区全町内北 内 越 公 民 館　　１９日�
石沢地区全町内ウッディホールこだま　　２０日�
小友地区全町内小 友 公 民 館　　２１日�
子吉地区全町内子 吉 公 民 館　　２２日�
松ヶ崎地区全町内松ヶ崎基幹集落センター　　２３日�

末広町、松涛町、若葉町、赤�町、
浜三川、田尻町、浜松町、住吉町、
雇用促進住宅石脇、松美町

冗
若 葉 町 公 民 館　　２６日�

今町、上町、石脇中町、新町、三軒町、緑町、
上ノ山、長老沼、雇用促進住宅新山、東新山
町、新治町、竜巻一区、竜巻中央町、新山町

上 ノ 山 公 民 館　　２７日�

対　　象　　地　　区実施月日
矢島町・丸森・田中町・水上・上の山小杉沢・谷地沢・桃野・九日町６月１日�
舘町・新丁・七日町・新道・須郷田・成沢・荒沢・矢越・熊之子沢・濁川　　２日�
豊町・羽坂・山寺・下山寺・針ヶ岡　　５日�
栄町・城新・小田・沖小田・小田住宅・築館・木在　　６日�
川原小坂・田中・砂子沢・杉沢・沢内・小板戸・持子・十二ヶ沢・八ツ杉　　７日�
中山・上野・上野平・軽井沢・長泥・中屋敷・上新荘・元町郷内・御嶽・田沢・金ケ沢・上原　　８日�
大川原・新町・新所・坂之下・坂之下郷内　　９日�

会場：矢島保健センター　受付時間：１２：２０～１３：００

受　付　時　間会　　　　場実　施　月　日
１２：００～１３：００鳥 海 保 健 セ ン タ ー６月２３日�

受　付　時　間会　　　　場実　施　月　日
１２：００～１３：００直 根 公 民 館６月１９日�
１２：００～１３：００笹 子 公 民 館　　２０日�
１２：００～１３：００笹 子 公 民 館　　２１日�
１２：００～１３：００鳥 海 保 健 セ ン タ ー　　２２日�
１２：００～１３：００鳥 海 保 健 セ ン タ ー　　２３日�

■本荘地域　問い合わせ…市健康管理課（�２２－１８３４）
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内 科 ・ 小 児 科

休日応急診療所
午前１０時～午後４時

６月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更する場合もあり
　ます。
☆問い合わせ…本荘由利広域休日
　応急診療所（堤脇３０：旧医師会
　病院�２４－３９１７・平日は市健康
　管理課�２２－１８３４）

医　師　名日
加　 藤　　　 芳４
海　 法　 恒　 男１１
桑　 山　 明　 久１８
菊　 池　 四　 郎２５

■由利地域　問い合わせ…
　　　　　　　　　　　　由利総合支所福祉保健課（�５３－４１２６）
〈骨粗しょう症検診〉

■東由利地域　問い合わせ…
　　　　　　　　　　　　　東由利総合支所福祉保健課（�６９－２１１８）
〈大腸がん検診〉

■西目地域　問い合わせ…西目保健センター（�３３－３９８３）
〈乳がん・子宮がん（卵巣がん）検診〉

※マンモグラフィ検診は２８日�のみの実施となりますので、希望される方

　は２８日においでください。（乳房視触診の検診を受けた方が対象となりま

　す。）

※検診に申し込みされた方に各種検診受診券を配布していますので、検診

　当日は必ず受診券を持参し、受付時に提示してください。（問診票など

　の個人通知はありません。）

※指定した日に都合の悪い方は、都合のよい日においでください。

■大内地域　問い合わせ…大内保健センター（�６５－２８１０）
〈基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診〉

※問診票に記入し、健康手帳と一緒にお持ちください。

受　付　時　間会　　　場実　施　日

１３：００～１４：００由 利 福 祉 保 健 セ ン タ ー６月２７日�

受　付　時　間対　象　地　区回　収　場　所検　査　月　日

９：００～９：４５黒渕・田代住 吉 館

１０：００～１１：００舘合玉 米 会 館６月６日�

１１：１５～１２：００老方東由利総合支所

９：００～９：４５宿・神山高 瀬 館

１０：００～１０：３０法内克 雪 セ ン タ ー　　７日�

１０：４５～１１：３０蔵大 蔵 館

９：３０～１１：００全地区東由利総合支所　　２２日�

会　　場受　付　時　間対　象　町　内検　診　月　日

西目保健
センター

１３：００～１４：００

出戸・沼田・田高・潟保・井岡６月２３日�

中沢・若松町・豊栄　　２６日�

海士剥・中高屋・上高屋　　２８日�

潟端　　３０日�

対　象　地　区受　付　時　間会　　　場実　施　日

上 川 大 内

１３：００～１３：３０

山村活性化支援センター
（新田・板井沢公民館）

６月７日�

下 川 大 内下 川 大 内 出 張 所　　８日�

岩　 　 谷
大 内 農 村 環 境 改 善
セ ン タ ー

　　９日�

　６月４日～６月４日～１０１０日は日は

歯の衛生週間歯の衛生週間ですです　
　今年の標語は「ごちそうさま　お
はしをブラシに　持ちかえる」です。
　歯がないために「食べる」ことを
楽しめなくなるのは残念なことです。
２０本以上の歯を残して充実した生活
を過ごすためにも、日ごろのブラッ
シングをしっかりと行いましょう。

　５月３１日～６月６日は「禁煙週間」です。
　喫煙が健康に与える影響は大きく、受
動喫煙の危険性やニコチンの依存性を踏
まえると、喫煙習慣は個人の 嗜  好 にとど

し こう

まらない大きな健康問題です。生活習慣
病を予防する上でも重要な課題となって
います。
　この機会に禁煙に挑戦してみませんか？

■２００６年世界禁煙デー秋田フォーラム
　　「愛する人のために禁煙を
～禁煙したい人をサポートします～」

▽とき…６月３日�　午後２時～

▽ところ…秋田市中央公民館５階大会議室

▽内容…
　　講演
　　　「アスベストより怖いタバコの害」
　　パネルデスカッション
　　　「広げよう！禁煙の輪」
※フォーラムの最後には個別禁煙指導が
あります。個別禁煙指導を希望する方は、
事前に県健康推進課（�０１８－８６０－
１４２３）へお申し込みください。

やめたい人を手助けする禁煙支援



広報ゆりほんじょう ２２

▽
と　

き　

６
月　

日�
、　

日�
、

２６

２７

　
　

日�
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

２９

３０

　

３
時

　

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
講　

師　

ご
て
ん
ま
り
／
佐
藤
悦

　

子
さ
ん
、
佐
藤
智
恵
子
さ
ん

　

刺
し
子
／
井
上
由
美
子
さ
ん
、
佐

　

藤
久
子
さ
ん

▽
受
講
料　

各
１
千
円

▽
定　

員　

各　

人
２０

▽
申
し
込
み　

６
月　

日�
ま
で

１４

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
総
合
支
所

　

産
業
課
（�
　
　�
　
６
３
４
９
）

２４

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

６１

　

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
受
験
申
込
受
付
期
間　

６
月　

日
２０

　
�
〜
６
月　

日�
２７

▽
受
験
申
込
書
の
請
求
先　

最
寄
り

　

の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

　

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

▽
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
東
北
事

　

務
局
（�
０
２
２　�
　
２
２
１　�
　
２

　

０
２
２
）
ま
た
は
仙
台
国
税
局
人

　

事
第
二
課
（�
０
２
２　�
　
２
６
３

　
　�
　
１
１
１
１
）

▽
受
験
対
象　

満　

歳
以
上　

歳
未

１８

２７

　

満
で
就
労
機
会
の
得
ら
れ
な
い
、

　

健
康
な
男
子

▽
募
集
内
容　

２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
（
平
成　

年
７
月
入
隊
予
定
）

１８

▽
申
し
込
み
期
限　

６
月　

日�
１２

▽
試
験
日　

６
月　

日�
１７

▽
受
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
募
集

　

事
務
所
（�
　
　�
　
３
４
７
９
）

２２

※ 
家
庭
訪
問
、
事
務
所
で
の
説
明
も

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
９
日�

▽
と
こ
ろ　

県
立
中
央
公
園
陸
上
競

　

技
場
ほ
か

▽
種　

目　

陸
上
競
技
、
卓
球
、
サ
ウ

　

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、水
泳
、ア
ー

　

チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ
ラ
イ

　

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
申
し
込
み
期
限　

６
月
８
日�

「
税
務
職
員
」
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　

ご
て
ん
ま
り
・
刺
し
子
教
室

あ
な
た
の
出
場
待
っ
て
い
ま
す

県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 
刺
繍 
の
市
章
の
寄
贈

し
し
ゅ
う

中
で
す
。

▽
テ
ー
マ　

高
齢
者
の
交
通
安
全

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
囲
で
の

出
来
事
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
川

柳
に
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

作
品
に
「
あ
き
た
弁
」
を
使
う
も
の

と
し
ま
す
。

▽
締
め
切
り　

６
月　

日�
２３

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
、
６
月

　
　

日
現
在
、
満　

歳
以
上
の
人

２３

６５

▽
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
①
作
品
②

　

氏
名
、
ふ
り
が
な
③
郵
便
番
号
、
住

　

所
④
連
絡
先
電
話
番
号
⑤
年
齢
を

　

明
記
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 
一
人
３
句
ま
で
。
未
発
表
作
品
に

限
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

〒
０
１

　

０　�
　
８
５
７
０　

秋
田
市
山
王

　

和
４
丁
目
１
番
２
号　

県
生
活
環

　

境
文
化
部
県
民
文
化
政
策
課
交
通

　

安
全
班
（�
０
１
８　�
　
８
６
０　�

　　

１
５
４
２
）

▽
と　

き　

６
月
１
日�
〜　

日�
１５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
建
設

　

部
区
画
整
理
課
内
（
土
曜
日
、
日

　

曜
日
は
市
役
所
当
直
室
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

区
画
整
理
課

　
　
（�
　
　�
　
６
１
６
１
）

２４

　

警
察
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
事
件

の
解
決
に
は
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。
万
一
被
害
に
遭
っ

た
ら
、「
現
場
は
そ
の
ま
ま
、
早
い
届

け
出
」
を
す
る
こ
と
で
、
犯
人
検
挙

と
被
害
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

犯
人
検
挙
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
事
件
を
知
っ
た
ら
、
一
一
○
番

　

一
一
〇
番
通
報
に
よ
り
、
近
く
に

い
る
パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
急
行
し
ま

す
。
素
早
い
通
報
が
、
犯
人
の
検
挙

に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
現
場
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に

　

届
け
出
が
早
い
ほ
ど
、
現
場
に
は

犯
人
に
結
び
つ
く
資
料
や
痕
跡
な
ど

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に

遭
っ
た
時
は
家
の
中
を
片
づ
け
た
り

し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
警
察
で
も
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
先　

由
利
本
荘
警
察
署　

刑

　

事
課
鑑
識
係
（�
　
　�
　
４
１
１
１
）

２３

本
荘
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業　

計
画
書
（
第
１
回
変
更
）
縦
覧
し
ま
す

現
場
は
そ
の
ま
ま
、　
　
　

ま
ず
一
一
〇
番
を
！　
　

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

福

　

祉
支
援
課
（�
　
　�
　
６
３
１
４
、

２４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
０
４
８
０
）
ま
た

２４

　

は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
岩

　

城
総
合
支
所
は
市
民
課
）

　

県
で
は
、
広
く
交
通
安
全
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、高
齢
者（　
６５

歳
以
上
）
を
対
象
に
、
交
通
安
全
に

関
す
る
「
あ
き
た
弁
川
柳
」
を
募
集

「
自
衛
官
採
用
試
験
」
あ
り
ま
す

交
通
安
全
に
関
す
る　
　
　

「
あ
き
た
弁
川
柳
」
募
集
中

善
意

　トランミーホァンさん（東京都小金井市在住、
ベトナム出身）から刺繍の市章を寄贈していただ
きました。（写真：鳥海町笹子出身の夫・三浦正
信さん（左）とともに）
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【
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
…
予
約
必
要
】

▽
と　

き　

６
月
２
、
９
、　

、　

、

１６

２３

　
　

日�
　

午
後
１
時
〜
５
時

３０
▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

【
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談
】

▽
と　

き　

６
月　

日�
１４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
６
会
議
室

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
…
予
約
必
要
】

▽
と　

き　

６
月　

日�
１２

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館　

３
階

▽
受　

付　

６
月
６
日�

　

午
前
８
時　

分
か
ら
開
始

３０

【
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

▽
と　

き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※
上
記
日
時
以
外
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談

室
の
職
員
が
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室
（�
　
　�
　
６
２
５
１
）

２４

▽
と　

き　

６
月　

日�
２１

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
５
階　

第
６
会
議
室

▽
相
談
員　

弁
理
士　

熊
谷
繁
氏

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
�

　

発
明
協
会
秋
田
県
支
部
（�
０
１

　

８　�
　
８
２
４　�
　
４
２
８
２
）

▽
と　

き　

６
月　

日�
２１

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人

　

の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

※ 
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
予
約
専
用
電
話　

０
１
８　�
　
８
２

　

４　�
　
０
０
５
５

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士
会

　
　
（�
０
１
８　�
　
８
２
４　�
　
０
１
８
７
）

　

市
で
は
本
荘
公
園
区
域
の
変
更
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

６
月
５
日�
　

午
後
６
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
正
庁

　

併
せ
て
、
計
画
案
の
縦
覧
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日　

時　

６
月
９
日�
〜　

日�
２３

　
　
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
場　

所　

市
都
市
計
画
課

▽
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課
（�

　
　
　�
　
６
３
３
２
）

２４

　

出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
実
際
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
と　

き　

６
月　

日�
〜
７
月
６

１６

　

日�
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
（
本
荘
図
書
館
内
）

▽
休
館
日
、
閲
覧
で
き
な
い
日

　

６
月　

日�
、　

日�
、　

日�
、　

日

１８

１９

２３

２５

　
�
、　

日�
、
７
月
２
日�
、
３
日�

２６

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
研
究
所

　
　
（�
　
　�
　
２
０
７
７
）

２２

▽
と　

き　

６
月　

日�
　

午
前　

１１

１０

　

時
〜
午
後
２
時

▽
と
こ
ろ　

コ
ロ
ニ
ー
中
央
公
園

　
　
（
雨
天
時
は
コ
ロ
ニ
ー
体
育
館
）

▽
内　

容　

演
芸
／
施
設
利
用
者
に

　

よ
る
演
芸
、
ホ
リ
ス
タ
ジ
オ
の
皆

　

さ
ん
の
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
、
由
利
高

　

校
民
謡
部
に
よ
る
唄
と
踊
り
、
西

　

目
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏

　

販
売
と
出
店
／
花
苗
、
鉢
植
え
、
陶

　

器
、
木
工
製
品
な
ど
の
販
売
、
わ

　

た
あ
め
、
軽
食
な
ど
の
出
店

▽
問
い
合
わ
せ
先　

コ
ロ
ニ
ー
管
理

　

課
（�
　
　�
　
２
２
５
５
）

３３

　日本建築学会東北支部では、次のテーマで学
会大会を開催します。建築関係の方、まちづく
りや冬季の建築環境などに関心をお持ちの皆
さんのご参加をお待ちしています。

開催日：６月１７日�、１８日�
会　場：県生涯学習センター分館　ジョイナス
参加費：無料

・基調講演、パネルディスカッション
　　（１７日　１３：００－１６：２０）
　テーマ「地球環境とサスティナブル建築」
・パネルディスカッション「地球環境時代のま
　ちづくり－Ｗｉｎｔｅｒ　Ｃｉｔｙからの発信－」
・第２６回東北建築賞表彰式（１６：３０－１７：３０）
・東北建築賞作品展（１７日午後、１８日午前）
・研究報告会（１７日午前、１８日終日）

※詳しくは下記のホームページをご覧ください。
ｈｔｔｐ：//ｎｃｗｓ-ｓｖ．ａｉｊ．ｏｒ．ｊｐ/ｔｏｈｏｋｕ/０６ｍｉｃｈｉｎ
ｏｋｕ．ｈｔｍｌ

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

無
料
「
特
許
相
談
会
」
あ
り
ま
す

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー　

「
無
料
相
談
」
ご
利
用
く
だ
さ
い

都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す　

「
教
科
書
展
示
会
」
行
い
ま
す

開
催
さ
れ
ま
す
「
コ
ロ
ニ
ー
祭
」

　日本海沿岸東北自動車道の深沢橋架設工
事のため、深沢地内で次のとおり通行規制が
行われます。
　ご理解とご協力をお願いします。

　期間／６月１２日～３０日のうち１０日間
　時間／午後１０時～午前６時

　う回路があります。天候などにより予定が
変わる場合もあります。現地、交通誘導員の
指示に従ってくださるようお願いします。
　問い合わせ先／東日本高速道路㈱秋田工事
　　　　　　　　事務所�０１８－８６４－４０３１

　５月１５日発行本紙の３�「春の
叙勲」を受けられた佐々木源一さ
んの議員歴は「旧岩城町議会議
員」でした。
　また、１３�「担い手育成支援策」

のうち、経理の一元化した集落営
農組織６５集落での立ち上げにか
かる農地面積１０，５００ｈａとあるの
は「約１，５００ｈａ」の誤りです。
　訂正し、おわび申し上げます。

国国国国国国国国国国道道道道道道道道道道国道１１１１１１１１１１００００００００００５５５５５５５５５５１０５号号号号号号号号号号 時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯「「「「「「「「「「全全全全全全全全全全面面面面面面面面面面通通通通通通通通通通行行行行行行行行行行止止止止止止止止止止めめめめめめめめめめ」」」」」」」」」」ににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす号　時間帯「全面通行止め」になります

中館�

迂回路�

迂回路� 内越�

コンビニ�

内黒瀬�

深沢橋�

通行止め区間�

105

北
内
越�

出
張
所�

�

日本建築学会東北支部日本建築学会東北支部
「みちのくの風２００６秋田」「みちのくの風２００６秋田」

訂正・
おわび



校名など フリー参観日 主な行事や内容・問い合わせ先 校名など フリー参観日 主な行事や内容・問い合わせ先 

２４ 広報ゆりほんじょう 

　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活

を
身
近
に
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
み
ん

な
の
登
校
日
」
事
業
が
市
内
の
各
小
・
中
・

高
校
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図

り
、
地
域
住
民
や
保
護
者
が
教
育
活
動
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
一
定
期
間
学
校
を
開
放

し
、
授
業
参
観
や
行
事
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
各
学
校
で
は
、
気
軽
に
学
校
を
訪
問
で

き
る
「
フ
リ
ー
参
観
日
」
を
次
の
と
お
り

設
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
学

校
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

地
域
に
学
校
を
開
放 

■ 各学校などのフリー参観日と主な予定行事 

新山小 

鶴舞小 

尾崎小 

子吉小 

小友小 

石沢小 

北内越小 

松ヶ崎小 

矢島小 

亀田小 

道川小 

由利小 

西目小 

直根小 

川内小 

笹子小 

八塩小 

高瀬小 

岩谷小 

下川大内 
小 

6/ ～ 20
6/
23

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～ 12
6/
13

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～  6
6/
 7

6/ ～ 29
7/
 1

5/ ～ 30
5/
31

7/ ～  4
7/
15

6/ ～  2
6/
 7

6/ ～ 13
6/
15

7/ ～ 10
7/
14

6/ ～  5
6/
 9

6/ ～ 19
6/
21

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～  5
6/
 9

6/ ～ 22
6/
24

6/ ～  5
6/
11

6/ ～ 20
6/
24

6/ ～ 22
6/
26

6/ ～ 13
6/
15

本荘北中 

本荘南中 

本荘東中 

矢島中 

岩城中 

由利中 

西目中 

鳥海中 

東由利中 

大内中 

出羽中 

 

ゆり養護 

本荘高 

由利高 

由利工高 

矢島高 

西目高 

仁賀保高 

6/ ～ 13
6/
16

6/ ～  5
6/
 9

6/ ～ 12
6/
15

6/ ～ 26
6/
30

6/ ～  5
6/
 9

7/ ～ 13
7/
19

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～ 27
6/
29

6/ ～ 28
6/
30

6/ ～  9
6/
15

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～ 12
6/
16

6/ ～ 21
6/
23

6/ ～ 13
6/
16

6/ ～ 12
6/
14

6/ ～ 29
7/
 1

6/ 9

6/ ～ 10
6/
24

6/ ～ 20
6/
28

6/ ～ 13
6/
15

上川大内 
小 

西　目 
幼稚園 

２０日 音楽集会、２１・２２日 フリー参観 １３日 祖父母フリー参観、１４日読み聞 
かせ、 １６日 ミニ懇談 

期間中フリー参観 

１２・１３日 応援練習・部活見学 
１５日 総体壮行会 

２７日 ＰＴＡ授業参観 
２９日 中間テスト 

５日 花いっぱい運動、 ６～８日 部活動 
公開、 ９日ＰＴＡ 

１３日 クリーンアップ 
１４日 ＰＴＡ授業参観 

１４日 総体壮行会・授業参観 

２８日 少年式 

３０日 ＰＴＡ授業参観、ＰＴＡレクリエ 
ーション 

９日 遠藤章氏講演会、  １５日 総体壮 
行会、吹奏楽激励演奏 

１２日～１６日 部活動参観 
１６日 総体壮行会 

１２日 発表集会 
１５日 総体壮行会 

２１日 １６ミリ映写会、  ２２日 虫歯予防 
教室、 ２３日 園外保育 

１３日 全校集会、 １４日 読み聞かせ会 
１５日 学校見学会 

１２日は１日中、 １３日と１４日は午前 

期間中フリー参観 

９日 授業公開日 

１０日 能代高校バスケットボール部 
招待試合、２４日学校祭 

２０日 学校花まるっプラン、  ２２日 授業 
参観、 ２８日 運動会 

午後フリー参観 

１２・１３日 フリー参観 
１６日 クラブ参観 

１２日 ハーモニータイム 

１３日～１５日 フリー参観 

６日 春の持久走大会 

２９日 地場産物給食参観 
７月１日 ホタルの夕べ 

３０日 サツマイモ植え 
３１日 昔遊びに挑戦 

４日 授業参観、 １５日  しおさいフェス 
ティバル 

２・５・６日 フリー参観 
７日 人権集会 

１３日 ＰＴＡ授業参観 
１４日 フレンドリータイム 

１１日 ＰＴＡ授業参観、１２日 サンドクラフト 
１３日 海岸クリーンアップ 

５・６日 エンジョイイングリッシュ 
９日 音楽集会 

１９日 給食試食会・祖父母学級 
２１日 あすなろ集会 

１２日～１６日 フリー参観 
１５日 そばうち体験 

６日スマイルフラワー活動、 ８日 祖父母 
学級、  ９日 防犯教室 

２２日 校長先生と歌おう 
２４日 家族参観日 

３日～９日 健康相談週間、 ９日 校長室 
開放日、１１日ファミリー参観 

２０日 避難訓練、  ２４日 ふれあい授業 
参観日 

２３日 ＰＴＡ奉仕作業 
２６日 １年給食試食会 

１３日 読み聞かせ 
１５日 発表集会 

＊フリー参観の詳細については、各学校にお問い合わせください。（北内越小は本紙発行時に実施済みですが、他校と同様に掲載します） 

２２－１４２０ 

２２－１４２２ 

２４－１２３６ 

２４－２９９０ 

２２－４０１７ 

２９－２３４１ 

２２－４８３９ 

２８－２３４４ 

５６－２０６９ 

７２－２００４ 

７３－２２１６ 

３２－８１７１ 

３３－２３０５ 

５８－２３２０ 

５７－２００４ 

５９－２２３４ 

６９－２０２８ 

６９－２５００ 

６５－２２２０ 

６６－２２１１ 

６７－２２４４ 

２２－０３２１ 

２２－７１５３ 

２７－２３１１ 

５６－２０６２ 

７３－２２１２ 

５３－２５２６ 

３３－２３０４ 

５７－２３０９ 

６９－２４１０ 

６６－２０１０ 

６５－２１０５ 

３３－２０３８ 

２７－２６３０ 

２２－０８３２ 

２２－３２１９ 

２２－５５２０ 

５５－３０３１ 

３３－２２０３ 

４３－４７９１ 



寝室

居間
台所

階段
寝室

２階建て住宅の火災警報器設置例 

２５ 広報ゆりほんじょう 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
六
月

一
日
以
降
に
着
工
さ
れ
る
新
築
住
宅
で
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
経
過
期
間

で
あ
る
五
年
以
内
の
設
置
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
） 

  

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
の
所
有

者
や
管
理
者
な
ど
が
設
置
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

  

　
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生
す

る
煙
を
感
知
し
、
音
声
や
警
報
音
で
火
災

の
発
生
を
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。
設
置
箇

所
別
に
、
壁
用
、
天
井
用
、
壁
・
天
井
両

用
に
分
か
れ
、
家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
と
乾

電
池
使
用
の
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
場
所
は
ふ
だ

ん
使
用
し
て
い
る
「
寝
室
」
と
、
寝
室
が

あ
る
階
の
「
階
段
」
で
す
。
た
だ
し
、
階

段
は
二
階
部
分
へ
の
設
置
と
な
り
ま
す
。 

　
設
置
が
可
能
な
範
囲
は
下
図
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
こ
れ
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
用
設
備

取
扱
店
や
電
気
機
器
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
規
格
適
合
品

を
示
す
「
鑑
定
マ
ー
ク
」（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）

付
き
の
製
品
を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
市
場
価
格
を
大
幅
に
超
え
る
よ
う
な
高

額
の
商
品
を
販
売
し
た
り
購
入
を
無
理
強

い
を
し
た
り
す
る
業
者
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。「
火
災
警
報
器
」
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
八
日
以

内
で
あ
れ
ば
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
疑

わ
し
い
事
例
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
市
民

相
談
室（
　
　
―
６
２
５
１
）ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
課
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
斡
旋
や
販
売

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
署
員

の
よ
う
な
服
装
で
購
入
を
持
ち
か
け
る
業

者
な
ど
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
少

し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、

最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

「住宅用火災警報器」の設置をお忘れなく 

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め 

新
築
住
宅
は
６
月
１
日
か
ら
義
務
化 

購
入
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を 

設
置
す
る
人
は
「
住
宅
の
関
係
者
」 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
は 

階
段
の
二
階
部
分
と
寝
室
に
設
置 

設置するところ 

２４ 

※ 
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

市消防本部 

本荘消防署 

矢島消防署 

岩　城分署 

由　利分署 

大　内分署 

東由利分署 

西　目分署 

鳥　海分署 

（　22－４２８２） 

（　22－００１１） 

（　55－２１１１） 

（　73－２１００） 

（　53－３１１９） 

（　65－２０２０） 

（　69－２２１４） 

（　33－２３５０） 

（　59－２１９９） 

●天井取り付けの場合 

●壁面取り付けの場合 

●エアコンなどの近くは 

60cm以上

1.5m以上

15cm
50cm

設置可能範囲設置可能範囲

な
お
、
市
の
職
員
が
一
般
家
庭
を
訪
問 



広報ゆりほんじょう ２６

地域情報コーナー

■西目保健センターの開放日（６月）　
　子育てをしているお母さんと赤ちゃんが、ゆっくりと
した広いスペースで思いっきり親子のふれあいが持てる
ように、西目保健センターの集団指導室を開放していま
す（楽しい遊具も準備しています）。

▽開放日…１日�、２日�、５日�、６日�、７日�、
　　８日�、９日�、１３日�、１４日�、１５日�、１６日�、
　　１９日�、２０日�

▽時間…午前１０時～午後３時
■親子のスキンシップ教室

▽とき…６月２１日�　午前１０時～

▽ところ…西目保健センター

▽対象…２カ月児からの親子
■かしわ温泉健康相談

▽とき…６月２９日�　午前１０時～

▽ところ…かしわ温泉

■普通救命講習会の開催について
　突然隣の人が倒れたら…、交通事故の現場に遭遇した
ら…、海でおぼれている人を救助したら…、いつどこで
このような場面に遭遇するか分かりません。実際、この
講習会を受講して人命救助に大きな貢献をしたという話
も少なくありません。あなたも講習会を受講してみませ
んか？

▽とき…６月１１日�　午前９時～正午（３時間）

▽ところ…西目公民館シーガル

▽受講料…無料

▽申し込み先…６月８日�　まで、西目公民館シーガル
　　　（�３３－２３１５）へ。

■第６回町内対抗グラウンドゴルフ大会参加者募集

▽とき…６月１０日�　午前９時～

▽ところ…コロニー中央公園（小雨決行）

▽参加費…１人３００円（当日持参）

▽参加資格…西目地域在住者であること

▽申し込み…６月７日�　まで、１チーム５人でお申し
　　込みください。

▽その他…当日午前８時３０分まで現地集合となります。

▽申し込み・問い合わせ先…西目グラウンドゴルフ同好
　　会幹事　須田秀雄（�３３－３３２６）
■オペレーター講習会
　シーガルの音響・照明設備の操作方法を学びます。

▽とき…６月６日�　午後６時～

▽ところ…西目公民館シーガル
※事前に電話で西目公民館シーガル（�３３－２３１５）に
お申し込みください。
■西目公民館主催「趣味講座」が開講します
①彫金入門教室

▽とき…６月２２日�　開講／毎週木曜日　午後１時３０分～
　　３時３０分
②リフォーム教室
　６月はネクタイから帽子とポーチを作ります。

▽とき…６月１６日�、２３日�　午後１時３０分～３時３０分
③ティラピス・ダイエット 
　骨盤のゆがみを治し、体のバランスを整えます。

▽とき…６月９日�　開講／毎週金曜日　午後７時～８
　　時３０分
※各教室、定員に若干の余裕があります。参加希望者は
西目公民館シーガル（�３３－２３１５）まで申し込みください。
■新着図書はシーガル・タイムスで
　西目公民館シーガル図書室の新着図書紹介は毎月１日
発行の「シーガル・タイムス」に掲載することになりま
した。「シーガル・タイムス」はシーガルロビーまたは図
書室カウンターに置いてあります。

西 目 地 域西 目 地 域

福祉保健課　�３３－４６２０

■県道「大川端伏見線」全面通行止めについて
　５月５日�午前、鳥海町下直根の県道「大川端伏見
線」の山側斜面に「地すべり」が発生しました。
　今後の、土砂などの崩落による事故を未然に防止する
ため、当分の間当該路線が全面通行止めとなりました。
　全面通行止め区間、直根・百宅・猿倉方面へのう回路
については、次のとおりとなっています。
※復旧および通行止め解除の見通しは、現時点で未定です。
ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

市民課　�５７－３５０３

生涯学習課　�３３－２３１５

【通行止め区間及び迂回路図】�
至　本荘�

貝沢�

伏見�

長坂�

至　百宅�

地すべり地点�

至
　
湯
沢�

吉
谷
地�

大
川
端�

猿
倉�

才
ノ
神�

国道108号�
県道「大川端伏見線」�
前面通行止め区間�
迂回路�

108

▲地すべり地点のお知らせ看板

▲地すべり地点の上部の様子
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■敬老会を開催します

▽とき…６月２２日�　午後１時～

▽ところ…由利体育館（旧町民体育館）

▽参加対象者…満７５歳以上の方（昭和６年４月１日以前
　　生まれ）と昨年度対象者であった方
※出欠については、集落総代へご連絡ください。

由 利 地 域由 利 地 域

■公共施設休館日（６月上旬）

▽青少年ホーム…日曜日の夜間

▽寿康苑…４日�、１２日�
■健康相談日

▽とき…６月１３日�　午前９時３０分～午前１１時

▽ところ…寿康苑

矢 島 地 域矢 島 地 域

福祉保健課　�５３－４１２６生涯学習課　�　５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０

■第１３回東由利スポーツ祭

▽とき…６月２５日�　午前９時開会

▽ところ…台山グラウンド

東 由 利 地 域東 由 利 地 域

■本場鹿沼市から講師を招き
　　　　　　　｢さつき整形講習会 ｣を開催します

▽とき…６月１１日�　午前９時開始（受付午前８時）

▽ところ…さつき栽培センター

▽申込方法…ハガキ（住所、氏名、電話番号を明記）ま
　　たは電話で（先着４０人）

▽参加料…６，０００円（素材、針金、昼食含む）

▽素材…寿光冠（１６年生）

▽申し込み・問い合わせ先…さつき栽培センター（�６７
　　－２３１５）

　４月１０日�～２１日�に大内地域の胸部総合検診を受け
られた方で、結果が「異常なし」と判定された方には、
結果通知がありませんので、ご了承ください。
　なお、精密検査が必要な方には、結果が発送されてい
ますので、必ず受診されますようお知らせいたします。

大 内 地 域大 内 地 域

福祉保健課（大内保健センター）　�　６５－２８１０

生涯学習課　�６９－２３１０産業課　�６５－２２１６

■西目保育園なかよし集会
　お子さんを保育園で遊ばせたい方は、お子さんと一緒
に遊びに来てください。

▽とき…６月２１日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ…西目保育園

▽対象…在宅の０歳から３歳のお子さん（※保護者の方
　　が同伴してください。）

▽問い合わせ先…西目保育園（�３３－２０２２）

西 目 地 域西 目 地 域

西目保育園　�３３－２０２２

■岩城地域花いっぱい運動にご参加ください

▽とき…６月１１日�　午前９時～　　　　　　　

▽ところ…新町中央線（亀田地区）
　　　　　道川中央線（道川地区）
※多数の参加をお待ちしております。
■絵手紙教室受講生募集
　初めての方のための絵手紙づくりです。

▽とき…７月１２日�　午前１０時～

▽ところ…高城センター

▽募集期間…６月１日�～２３日�まで
※受講料は材料費のみ自己負担です。

■市民運動会岩城大会（亀田地区・道川地区）開催

▽とき…６月４日�　午前９時３０分～

▽ところ…天鷺総合グラウンド（亀田地区）
　　　　　道川小学校グラウンド（道川地区）
■岩城芸術文化協会創立３０周年記念公演
　　　　　　　　　　　　「川村泉舞踊団バレエ公演」

▽とき…６月２５日�　午後２時～

▽ところ…岩城総合体育館

▽入場料…一般３００円
※中学生以下は無料です。

▽入場券のお買い求め…岩城公民館・亀田出張所・岩城
　　芸術文化協会加盟団体各所

岩 城 地 域岩 城 地 域

生涯学習課　�７３－２４６８
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■児童館土曜教室（クッキング）

▽とき…６月１０日�　午前１０時～午後１時

▽ところ…本荘中央児童館

▽内容…オープンサンドイッチを作ろう

▽問い合わせ先…本荘中央児童館（�２２－３４８９）

■フィットネスジム登録講習会

▽とき…６月１０日�　午後２時、２７日�　午後６時

▽ところ…アクアパル　　 ▽定員…２５人（先着順）

▽年会費…一般＝３，１５０円、学生＝１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」

▽とき…６月１１日�　午前９時～午後３時（雨天時中止）

▽ところ…アクアパル南側正面広場（屋外４０区画・１区
　　画＝約１坪）

▽内容…不用になった日用雑貨・衣類・書籍等

▽出店料…無料　　 ▽申込期限…６月８日�
■「学園都市由利本荘　絆の里づくり事業」カヌー教室

▽とき…６月１１日�　午後１時～４時

▽ところ…子吉川（アクアパル集合）

▽対象…県立大学生、小学３年生以上の一般市民（小学
　　生は保護者同伴）

▽定員…２０人（先着順）　　 ▽参加料…５００円（保険料）

▽持ち物…タオル、着替え　　 ▽申込期限…６月９日�
■子吉川フェアのお知らせ
　今年の「子吉川フェア」は７月２３日�、ボートプラザ
アクアパル・友水公園などを会場に開催いたします。
　　「子吉川いかだ下り大会」も同日開催されます。

■６月の健康相談

▽内容…血圧測定、生活習慣病予防、その他

▽時間…午前９時３０分～１１時３０分

■湯ったりほのぼの教室

▽とき…６月２８日�

▽ところ…鶴舞温泉　中広間、大広間

▽内容…健康相談（午前９時～１１時３０分）、
　　みんなで元気に歌おう（午前１０時～１１時）

■スポーツ少年団本荘支部
　　　　第１回指導者研修会参加者募集

▽とき…６月２７日�　午後６時～８時３０分

▽ところ…本荘文化会館地下大会議室

▽内容…講義・実技『ケガの予防と応急処置（テーピン
　　グ実技など）』講師：工藤克之氏

▽対象…スポーツ少年団本荘支部指導者、各スポーツ少
　　年団親の会会員、所属に関わらず研修に関心のある
　　市民の方

▽参加料…テーピング代として１，５００円

▽申込期限…６月１６日�

本 荘 地 域本 荘 地 域

子育て支援課　�２４－６３１９

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文� ア� 総�
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(木)

(木)

第19回日本海夕陽�
ラインシンポジウム�
イン由利本荘�

会場／市総合体育館�
開会式典　13：30～�
第１部　基調講演�
　　　　　14：40～�
　「元気・景気・明日」�

講師�
　白鴎大学�
　法学部教授�
福岡政行さん�

第２部　パネルディス�
カッション 16：00～�
　「日本海沿岸東北地域の�
　　発展と未来」�

国
民
年
金

税
金
（
固
定
資
産
税
）

平
成　

年
度
の
年
金
額
が

１８

　

％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

０．３

住宅を耐震改修すれば、
税金が減額に！　　　　　

▽減額の期間　耐震改修工事が完了した年の翌
　年度分から実施

年　金　額年金の種類
７９２，１００円

（月額　６６，００８円）
老齢基礎年金
（ 満 額 ）

９９０，１００円
（月額　８２，５０８円）

障害基礎年金
（ １ 級 ）

７９２，１００円
（月額　６６，００８円）

障害基礎年金
（ ２ 級 ）

１，０２０，０００円
（月額　８５，０００円）

遺族基礎年金
（子１人）

４０５，８００円
（月額　３３，８１７円）老齢福祉年金

※改修の時期が早ければ早いほど、減額期間が長くなります。

減額の期間工事完了時期

３年間平成１８年～平成２１年

２年間平成２２年～平成２４年

１年間平成２５年～平成２７年
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■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　体験会への参加者や会員を募集中です。 

▽とき…６月６日�、１３日�、２０日�、２９日�
　　いずれも午前１０時３０分～正午 

▽ところ…本荘由利広域交流センター 

▽内容…リズム体操､工作､絵本の読み聞かせ､おやつ 

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と親、祖父母 
※体験会は無料ですが、通常は月会費１，０００円です。 

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■第１回新美会絵画展

▽とき…６月８日�～１２日�　午前９時３０分～午後６時

▽ところ…本荘文化会館地下会議室

▽お問い合わせ…加藤さん（�２３－４８３３）
■フォークダンス初心者講習会
　市民どなたでも、楽しく踊りましょう !!

▽とき…６月１１日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館運動室　　 ▽受講料…無料

▽持ち物…ズック靴、ダンスシューズ

▽講師…日本フォークダンス連盟公認指導者

▽お問い合わせ…本荘フォークダンス協会　武田さん
　　　（�２２－１１６７）
■地域支援講座　参加者募集

▽主題…「人と人のつながりを考える」

▽講師…秋田大学医学部助教授　佐々木久長氏

▽とき…６月１７日�「甘えと依存」
　　　　７月１２日�「攻撃と暴力」
　　いずれも午後１時３０分～３時３０分

▽ところ…鶴舞会館　　 ▽資料代…３００円

▽主催…子育てサポートグループ「まんま」

▽お問い合わせ…東海林さん（�２４－０７４９）、茂木さ
　　ん（�５５－３３６５）、畠山さん（�６９－２６００）
■精神障害者社会復帰施設「和」
　スポーツレクリエーション大会

▽とき…６月１７日�　午前９時３０分～午後２時

▽ところ…南内越コミュニティー体育館・広場

▽対象…どなたでもご参加ください　　 ▽参加料…無料

▽内容…グランドゴルフ（雨天時体育館）他

▽お問い合わせ…（医）荘和会　精神障害者社会復帰
　　施設「和」村井さん、阿部さん（�２４－０７５３）
※昼食等は準備してありますので、たくさんのご参加
をお待ちしております。
■『若草キッズ』を始めました！
　未就園児の皆さん、幼稚園児と一緒に遊びましょう！

▽とき…基本的に毎月第２・第４水曜日（変更あり、
　　要確認）午前９時３０分～１１時　　

▽ところ…若草幼稚園

▽対象…未就園児とその保護者

▽持ち物…内ズック、着替え、コップ

▽お問い合わせ…若草幼稚園（�２２－０８５２）

７月１日号への掲載希望の原稿は６月１５日（木）が締め切りです。
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おくやみ申し上げます

〈５月１日～１５日受付分〉
久　米　 桃 　 花 ちゃん（　衛　さん）一番堰

もも か

渡　邊　 向  日  葵 ちゃん（和　人さん）埋田
ひ ま り

鷹　島　す　ずちゃん（大　輔さん）二番堰
小　松　 璃 　 亜 ちゃん（浩　明さん）薬師堂

り あ

藤　田　 幹 　 久 ちゃん（光　晴さん）親川
みき ひさ

松　川　　　 絢 ちゃん（　誠　さん）桜小路
じゅん

渡　辺　さくらちゃん（博　文さん）御門
斉　藤　さくらちゃん（　亮　さん）三条
鷹　島　 花 　 音 ちゃん（久　嗣さん）石脇

か お

今　野　 愛  花  里 ちゃん（正　洋さん）福山
あ か り

作左部　 優 　 華 ちゃん（博　朋さん）石脇
ゆう か

齊　藤　　　 陽 ちゃん（　真　さん）福山
はる

佐　藤　 天 　 馬 ちゃん（公　平さん）大鍬町
てん ま

阿　部　 悠 　 翔 ちゃん（敏　幸さん）岩城二古
ゆう と

猪　股　 陽  葉  莉 ちゃん（良　充さん）川西
ひ よ り

佐々木　 竜 　 誠 ちゃん（正　人さん）羽広
りゅう せい

宮　内　 健 　 斗 ちゃん（　純　さん）中館
けん と

畠　山　 駿 　 介 ちゃん（　伸　さん）東由利老方
しゅん すけ

小笠原　 結 　 愛 ちゃん（雅　人さん）東由利老方
ゆ あ

佐　藤　 日  々   樹 ちゃん（　健　さん）西目町沼田
ひ び き

嶋　崎　 瑠 　 南 ちゃん（公　輔さん）西目町出戸
るみ な

藤　原　 凰 　 楽 ちゃん（勝　敏さん）鳥海町上川内
おう ら

佐　藤　 心 　 桜 ちゃん（瑞　秋さん）鳥海町上川内
こ はる

（　）は保護者

〈５月１日～１５日受付分〉
茜　屋　勇　一さん（７３歳）神沢
熊　谷　イセ子さん（７９歳）館前
佐　藤　ケサヱさん（９１歳）一番堰
黒　木　ノ　ブさん（７６歳）西小人町
大　橋　喜代志さん（７１歳）和泉町
佐　藤　良　吉さん（７０歳）砂子下
工　藤　俊　雄さん（９３歳）水林
佐　藤　アヤ子さん（７５歳）薬師堂
三　浦　ツ　ヤさん（８０歳）矢島町木在
木　村　ト　シさん（８０歳）矢島町新荘
佐　藤　康　子さん（５６歳）岩城亀田愛宕町
吉　田　タ　マさん（８６歳）岩城内道川
佐々木　　　久さん（６１歳）岩城勝手
畑　　　　　秀さん（７３歳）南福田
佐　藤　庄三郎さん（９６歳）吉沢
伊　東　�治郎さん（１００歳）川西
石　垣　正　藏さん（８１歳）東鮎川
佐　藤　　　勇さん（５３歳）西沢
佐　藤　市　郎さん（７９歳）東中沢
大　友　　　登さん（７２歳）高尾
鈴　木　キヨヱさん（８２歳）深沢
佐々木　トミ子さん（７９歳）西目町沼田
村　上　賢　郎さん（７５歳）鳥海町上川内
�　橋　秀　敏さん（８１歳）鳥海町伏見
大　場　三　郎さん（８６歳）鳥海町下笹子
村　上　フクヱさん（１００歳）鳥海町上川内

■平成１８年度由利本荘市サッカー協会
　登録チームおよび協会員を募集します！
①チームの協会登録

▽登録料…
　　チーム年間２０，０００円＋メンバー登録料（１人５００
　　円）

▽登録チームが出場できる大会…
　　１．社会人サッカーリーグ戦（６～７月）
　　　　…ナイター開催
　　２．リーグ戦優勝チームは、県チャンピオンカッ
　　　　プ出場
　　３．秋季トーナメント大会（１０月）
※フットサル大会は、参加料を徴収し、別途開催。
②個人会員（市民サポーター）の募集
　市サッカー協会の基盤を強化し、各年代における競
技力向上に取り組んでいくため、競技者のみならず
「市民サポーター」を募集します。

▽年会費…
　　１人２，０００円（各種情報提供、イベント案内）

▽①②の申込み・お問い合わせ…６月１３日�　午後５
　　時まで、市サッカー協会事務局　齊藤さん（�２４
　　－４５５５　ＦＡＸ２４－４５６５（昼のみ））前年度参加
　　チームは携帯へ
※受付後、申込み用紙等を送付します。

■小島 彼  誰 （ 夕  雨 ）いしぶみ探訪行
かわ たり せき う

　郷土が生んだ文人の句碑や詩碑を探訪しながらそ
の足跡をしのび、地域文化について語りましょう。

▽とき…６月２９日�　午前９時市役所前出発

▽行程…本荘公園－本荘文化会館－本荘郷土資料館
　　－新山公園－根城館（由利地域）－秋の宮稲住温
　　泉（湯沢市）

▽参加料…３，０００円（資料・温泉昼食代）

▽申込み・お問い合わせ…６月２０日�　まで小島彼誰
　　顕彰会事務局阿部さん（�２２－２６９３）、同会幹事
　　長鈴木さん（�２２－５３４４）
■第２６回水石同好会展

▽とき…６月１６日�　正午～１９日�　午後３時

▽ところ…本荘文化会館地下会議室

▽入場料…無料

▽展示内容…全国各地産石（自然石）

▽主催…本荘水石同好会

▽お問い合わせ…茜谷さん（�２２－１３７０）
■第７回カジュアルダンスパーティー

▽とき…６月４日�　午後１時３０分～４時　

▽ところ…アクアパル

▽会費…１，５００円（前売整理券には抽選券付）

▽整理券販売・お問い合わせ…竹内さん（�０９０－３３６３
　　－９２６３）

※掲載を希望する方は、市民課または出張所窓口にお申し出ください。
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ま ち の 風 景

田園に響く 田植え機の音 


